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発行にあたって 
 

 

 

石川県は、本州中央部の日本海側に位置し、北部には日本海に突き出た能登半

島の長く複雑な海岸線、南東部には高山帯を持つ白山を擁するなど、その自然と

四季は変化に富んでいます。 

この豊かな自然の中で、日本の生物相の縮図と言えるほどの多種多様な野生生

物が生息しており、私たちもこの自然から多大な恩恵を受けて生きています。 

しかしながら、近年、県鳥のイヌワシをはじめ希少な生物のみならず、これまで身近にあった草花や小

動物が、開発等による生息環境の悪化や、里山の手入れ不足などによる荒廃により、絶滅の危険性がある

ことが明らかとなっています。 

 

このような背景のもと、県では、平成16年3月に「ふるさと石川の環境を守り育てる条例」を制定する

とともに、この条例に基づき平成17年3月に「石川県環境総合計画」を策定し、県民、事業者、行政等が

協働して、「自然と人とが共生するいしかわ」の実現に向けて取り組んでいるところです。 

また、本年度からは、生物多様性の確保に向けた取り組みを推進するための拠り所となる「生物多様性

戦略ビジョン」の策定に着手したところです。 

 

このような中、「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」の発行から 9 年が経過したため、「い

しかわレッドデータブック〈動物編〉2009」を発行することといたしました。改訂版では、新たに発見さ

れた種など新しい情報を盛り込み、また、分類に「陸産貝類」及び「淡水産貝類」を追加するなど、内容

の充実を図っています。 

 

本書を、野生生物の保全をはじめ生物多様性の確保に向けた取り組みを進めるため、また、郷土の自然

に対する認識を深めていただくための資料として、広くご活用いただければ幸いに存じます。 

最後に、本書の編集・執筆にあたられました「石川県野生動物保護対策調査会」の皆様をはじめ、ご協

力をいただいた関係各位に対し心から感謝の意を表します。 

 

  平成21年3月 

                        石川県知事 谷本 正憲 
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Ⅰ　　総　　論



 

１．いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009作成の趣旨 
 

今回、「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」が改訂された。 

国のレッドデータブックに続いて1990年代の後半から、全国の各自治体のレッドデータブックが次々に

作られ、それらが現在、第二回、第三回の改訂時期を迎えている。今回の石川県の改訂もその流れのひと

つであるが、なぜ今、このような改訂が必要になったかについて、その要点をまとめておく。 

 レッドデータブックというのは「絶滅のおそれのある野生動植物」を選定してまとめたレッドリストの

解説版である。 

 これが全国の多くの自治体で編纂されるようになったのは、各地で行われている開発工事の際のひとつ

の基準を作るための基礎資料の意味からであった。とくに全国版では、各地に特有の事情を含めて、個々

の地域における具体的な保全対策には直ちに対応できないという限界があった。それらに対応するために

この地方版が作られたのである。それ以来、ここに載せられている種類が開発の対象となっている地域に

生息しているかどうかによって、工事の内容に変更を必要とするか否かが決められるようになった。それ

は開発が引き起こす自然への悪影響を制御するうえで一定の役割を果たしてきた。 

 しかし自然環境も社会環境も時間とともに変化してゆく。ある時点で決められた基準がいつまでも有効

であるとは言えない。先に作られたレッドデータブックについても、幾つかの点で不十分なところが出来

てきた。それが今回の改訂を必要とする主な理由となっている。 

それを列挙すると以下の諸点である。 

 

(1) 野生動物に関する知識の増大 

 野生動物と野生植物の大きな違いは、野生動物の種類が植物にくらべて非常に多く、さらに小型の種

が多いだけでなく、活動時期や時間が多様であるためにその実態調査が困難でまだ判っていない点が少

なくないことである。現在、石川県に生息していると考えられる野生動物は5万種を越えると推定される

が、種名が確認されているのはその半数にも達していない。 

 しかし県内で活動されている多くの専門家あるいはアマチュアの研究者によって、この10年近くの間

に多くの種の生息が新たに確認され、またその分布状況も明らかになってきた。それによって全国的に

希少であって保全しなくてはならない種が見いだされてきた。これらをレッドデータブックに追加する

必要ができてきた。 

 もちろんこれで完全なものではなく、さらに希少な種の探索、追加の努力は今後も続けられなくては

ならない。 

 

(2) 里山・里海で人と共存している野生動物の重要性の確認 

 ここ20年の間に日本の自然環境を考える視野が大きく開けてきた。それは「里山」という言葉に表さ

れる、歴史的に人間生活とともに出来上がってきた野生生物相の重要性が認識されたことである。かつ

ては全く人間の手が入らない原生の自然が最も貴重なものであり、人の手が入った二次的な自然は、原

生の自然が劣化したものであるという見方が浸透していた。それに対して、後氷期以来の人間の生活・

産業活動が作り上げてきた自然環境が、原生の自然に劣らず重要であるとの認識が生まれてきた。人間

の自然環境の利用から始まった生活・産業活動が、野生動植物の種類や生息状況を大きく変えた。これ

は人間の一方的な働きかけだけではなく、野生動植物の反応をも含めた自然環境の再編成である。日本

のように温度と水に恵まれたところでは、現在の自然環境はほとんどが古代からの人間生活の影響を受

けている。それは現在でも自然と人間活動の微妙なバランスによって維持されている。保全を必要とし
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ている多くの動植物種は、人手の入らない原生の自然の中よりも、このような場所で存続し維持されて

いることが判ってきた。石川県の特徴的な動物であるハッタジュズイミミズは、深い湿田という人間が

作った環境で生存してきた。 

 里山・里海のような環境で生息している野生動植物は、従来と同じ人間の管理が続けられていること

が、種の存続にとって大切である。 

 

(3) 外来の動植物によって大きな影響を受ける種の保全 

 原生の自然も、「里山・里海」のように人間活動とのバランスによって維持されている自然も、それ

ぞれに長い年月を経て成立した生態系のなかで種を存続させている。この長い年月の調整を経て生存し

ている動植物の種にとっては、新しく侵入した天敵や競合種は大きな脅威となる。もちろん長い進化の

過程ではこのような外来種による生態系の攪乱と再調整は、繰り返して行われてきた。しかし最近数十

年の人間活動によって、これまでになかったような大規模かつ急激な外来種の侵入が起こってきた。こ

れは日本の自然生態系の維持そのものの問題であるが、とくに打撃を受けやすい種について判定して、

速やかな対応をとらねばならない。絶滅を危惧される種を判定する基準には、この視点からの検討が重

要になってきた。 

 

(4) 現在も続いている開発 

 これまでの野生動物の保護は、種そのものの採取・利用の制限と同時に、生息環境の破壊による減少、

絶滅にどう対処するかが重要であった。現在、人間活動と自然の複雑な関係が次第に明らかになってく

るとともに、上述の(1)～(3)に述べてきたような問題が新たに取り上げられた。しかし環境に対する配

慮が不十分なままに行われる開発による直接・間接の自然破壊はいまも継続している。さらに環境産業

という新たな分野からの自然の改変が問題となってきた。それらの技術は一面では環境改善に役立つが、

規模が大きくなると野生動植物とその生息条件に大きな影響を与える。世界的に大きな問題となってい

る地球の温暖化や不安定化はその最大のものであるが、地方のレベルでも都市開発、道路や河川の改修、

大規模な農地改良など昔ながらの開発による野生動物の生息環境の破壊、乱獲などの問題は続いている。

これらについては従来以上に注意しなくてはならない。 

 

 「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009」では、石川県の絶滅を危惧される希少な動物のリス

トであるとともに、哺乳類、鳥類、以下それぞれの動物群について県内の現状に詳しい担当者の総括的

な解説が述べられている。これを通読すれば石川県の野生動物についての最新の知識を得ることができ

る。なお、このデータブックの特徴として、浅海域に生息する藻類を含む動植物がまとめて取り上げら

れている。対馬海流の影響を大きく受けている能登半島を持つ石川県の生物の特徴がここによくあらわ

れている。 

今回の改訂の主要な点は次の３点である。  

1) 2000年の作成にあたって取り上げられなかったが、その後の調査研究の進展によって新たに見いだ

された希少種の追加 

2) 前回はまだ絶滅が危惧されなかったが、県内の自然環境の変化によって生息数の減少あるいは生息

環境の悪化が目立っており、放置しておけば絶滅の恐れが大きくなったものの追加 

3) 前回はまだ調査が不十分であったために取り上げることが出来なかった陸産貝類および淡水産貝類

などの動物群を追加 

（大串 龍一） 
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２．改訂の概要 

 

(1) 調査体制と経過 

  いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009 の策定にあたっては、平成 16年度から各動物群の

専門家から構成された「いしかわレッドデータブックフォローアップ調査委員会動物部会」にお

いて、カテゴリー区分、掲載分類群、記載項目等改訂版の作成方針について検討を行った。 

  また、改訂作業にあたっては、同調査委員会のメンバーをはじめ、動物研究者、自然愛好家等

から構成された「石川県野生動物保護対策調査委員会」において、平成 16 年度から 20 年度まで

の約 5年間をかけて、現地調査、掲載種の選定、評価等を行った。 

   

(2) 分類群とカテゴリー 

  ・対象分類群 

    いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000 の分類群に加え、新たに陸産貝類及び淡水産

貝類を追加し、以下のとおりとした。  

1. 哺乳類           

2. 鳥類            

3. 両生爬虫類         

4. 淡水魚類         

5. 昆虫類 

6. 浅海域の生物 

7. 陸産貝類 

8. 淡水産貝類 

9. その他の動物 

 

  ・カテゴリーの定義と区分 

    いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009 におけるカテゴリーの定義と区分は、いしか

わレッドデータブック〈動物編〉2000 と同様のものとしている。 

    カテゴリーは、環境省のカテゴリー定義（別表）を準用しているが、絶滅危惧Ⅰ類は、ⅠA

類とⅠB 類とに分けてはいない。 

 

いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009 のカテゴリーとその定義 

区分及び基本概念 

●「絶滅（EX）」 

   石川県ではすでに絶滅したと考えられる種。 

●「野生絶滅（EW）」 

   飼育・栽培下でのみ存続している種。 

「絶滅危惧」＝絶滅のおそれのある種 

●「絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）」 

   絶滅の危機に瀕している種。 

●「絶滅危惧Ⅱ類（VU）」 

   絶滅の危機が増大している種。 

●「準絶滅危惧（NT）」 

   現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅

危惧」に移行する危険性のある種。 

●「情報不足（DD）」 

   評価するだけの情報が不足している種。 

●付属資料「地域個体群（LP）」 

   地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群。
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別表 環境省のカテゴリー定義 

区分及び基本概念 定性的要件 定量的要件 

絶滅 
Extinct（EX） 
我が国ではすでに絶滅した
と考えられる種（注1） 

過去に我が国に生息したことが確認されており、
飼育・栽培下を含め、我が国ではすでに絶滅した
と考えられる種 

 

野生絶滅 
Extinct in the Wild（EW） 
飼育・栽培下でのみ存続し
ている種 

過去に我が国に生息したことが確認されており、
飼育・栽培下では存続しているが、我が国におい
て野生ではすでに絶滅したと考えられる種 

【確実な情報があるもの】 
①信頼できる調査や記録により、すでに野生で絶
滅したことが確認されている。 
②信頼できる複数の調査によっても、生息が確認
できなかった。 
【情報量が少ないもの】 
③過去50年間前後の間に、信頼できる生息の情報
が得られていない。 

 

絶 
滅 
危
惧 
 
Ｔ 
Ｈ 
Ｒ 
Ｅ 
Ａ
Ｔ
Ｅ 
Ｎ 
Ｅ 
Ｄ 

絶滅危惧Ⅰ類 
（CR+EN） 
絶滅の危機に瀕して 
いる種 
 
現在の状態をもたら 
した圧迫要因が引き 
続き作用する場合、 
野生での存続が困難 
なもの。 

 
 

次のいずれかに該当する
種 
 
【確実な情報があるもの】 
①既知のすべての個体群
で、危機的水準にまで減
少している。 
 
②既知のすべての生息地
で、生息条件が著しく悪
化している。 
 
③既知のすべての個体群
がその再生産能力を上
回る捕獲・採取圧にさら
されている。 
 
④ほとんどの分布域に交
雑のおそれのある別種
が侵入している。 
 
【情報量が少ないもの】  
⑤それほど遠くない過去
(30～50年)の生息記録
以後確認情報がなく、そ
の後信頼すべき調査が
行われていないため、絶
滅したかどうかの判断
が困難なもの。 

絶滅危惧ⅠA類 
Critically 
Endangered（CR） 
ごく近い将来にお 
ける野生での絶滅 
の危険性が極めて
高いもの。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絶滅危惧ⅠA類（CR） 
 
A．次のいずれかの形で個体群の減少が見られ 
る場合。 
1．最近10年間もしくは3世代のどちらか長い
期間（注2）を通じて、80％以上の減少が
あったと推定される。 

2．今後10年間もしくは3世代のどちらか長い
期間を通じて、80％以上の減少があると予
測される。 

 
B．出現範囲が100k㎡未満もしくは生息地面積が
10k㎡未満であると推定されるほか、次のう
ち2つ以上の兆候が見られる場合。 
1．生息地が過度に分断されているか、ただ 
1カ所の地点に限定されている。     

2．出現範囲、生息地面積、成熟個体数等に継
続的な減少が予測される。  

3．出現範囲、生息地面積、成熟個体数等に極
度の減少が見られる。 

 
C．個体群の成熟個体数が250未満であると推定
され、さらに次のいずれかの条件が加わる場
合。 
1．3年間もしくは1世代のどちらか長い期間に
25％以上の継続的な減少が推定される。 

2．成熟個体数の継続的な減少が観察、もしく
は推定・予測され、かつ個体群が構造的に
過度の分断を受けるか全ての個体が1つの
亜個体群に含まれる状況にある。 

 
D．成熟個体数が50未満であると推定される個 
体群である場合。 

 
E．数量解析により、10年間、もしくは3世代の
どちらか長い期間における絶滅の可能性が
50％以上と予測される場合。 

  
（注1）種：動物では種及び亜種、植物では種、亜種及び変種を示す。 
（注2）最近10年間もしくは3世代：１世代が短く3世代に要する期間が10年未満のものは年数を、1世代が長く3世代に要する期間が

10年を越えるものは世代数を採用する。
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区分及び基本概念 定性的要件 定量的要件 

絶 
滅 
危
惧 
 
Ｔ 
Ｈ 
Ｒ 
Ｅ 
Ａ
Ｔ
Ｅ 
Ｎ 
Ｅ 
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絶滅危惧ⅠB類 
Endangered(EN) 
ⅠA類ほどではな
いが、近い将来に 
おける野生での絶 
滅の危険性が高い 
もの 

絶滅危惧ⅠB類（EN） 
 
A．次のいずれかの形で個体群の減少が見られ 
る場合。 
1．最近10年間もしくは3世代のどちらか長い
期間を通じて、50％以上の減少があったと
推定される。 

2．今後10年間もしくは3世代のどちらか長い
期間を通じて、50％以上の減少があると予
測される。 

 
B．出現範囲が5,000k㎡未満もしくは生息地面 
積が500k㎡未満であると推定されるほか、次
のうち2つ以上の兆候が見られる場合。 
1．生息地が過度に分断されているか、5以下
の地点に限定されている｡ 

2．出現範囲、生息地面積、成熟個体数等に継
続的な減少が予測される。 

3．出現範囲、生息地面積、成熟個体数等に極
度の減少が見られる。 

C．個体群の成熟個体数が2,500未満であると推
定され、さらに次のいずれかの条件が加わる
場合。               
1. 5年間もしくは2世代のどちらか長い期間に
20％以上の継続的な減少が推定される。 

2．成熟個体数の継続的な減少が観察、もしく
は推定・予測され、かつ個体群が構造的に
過度の分断を受けるか全ての個体が１つ
の亜個体群に含まれる状況にある。 

      
D．成熟個体数が250未満であると推定される個
体群である場合。 

             
E．数量解析により、20年間、もしくは5世代の
どちらか長い期間における絶滅の可能性が
20％以上と予測される場合。 

 

絶滅危惧Ⅱ類 
Vulnerable（VU) 
絶滅の危険が増大し 
ている種 
 
現在の状態をもたら 
した圧迫要因が引き 
続き作用する場合、
近い将来「絶滅危惧 
Ⅰ類」のランクに移
行することが確実と
考えられるもの。 

      

 
次のいずれかに該当する種 
 
【確実な情報があるもの】 
①大部分の個体群で個体数が大幅に減少してい
る。 
②大部分の生息地で生息条件が明らかに悪化し
つつある。 
③大部分の個体群がその再生産能力を上回る捕
獲・採取圧にさらされている。 
④分布域の相当部分に交雑可能な別種が侵入し
ている。 

 
A．次のいずれかの形で個体群の減少が見られ 
る場合。 
1．最近10年間もしくは3世代のどちらか長い
期間を通じて、20％以上の減少があったと
推定される。 

2．今後10年間もしくは3世代のどちらか長い
期間を通じて、20％以上の減少があると予
測される。 

 
B．出現範囲が20,000k㎡未満もしくは生息地面
積が2,000 k㎡未満であると推定され、また
次のうち2つ以上の兆候が見られる場合。 
1．生息地が過度に分断されているか、10以下
の地点に限定されている。 

2．出現範囲、生息地面積、成熟個体数等につ
いて、継続的な減少が予測される。 

3．出現範囲、生息地面積、成熟個体数等に極
度の減少が見られる。 
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  C．個体群の成熟個体数が10,000未満であると推
定され、さらに次のいずれかの条件が加わる
場合。 
1．10年間もしくは3世代のどちらか長い期間
内に10％以上の継続的な減少が推定され
る。 

2．成熟個体数の継続的な減少が観察、もしく
は推定・予測され、かつ個体群が構造的に
過度の分断を受けるか全ての個体が1つの
亜個体群に含まれる状況にある。 

 
D．個体群が極めて小さく、成熟個体数が1,000
未満と推定されるか、生息地面積あるいは分
布地点が極めて限定されている場合。 

 
E．数量解析により、100年間における絶滅の可
能性が10％以上と予測される場合。 

 

準絶滅危惧 
Near Threatened（NT） 
存続基盤が脆弱な種 
 
現時点での絶滅危険度は小さい

が、生息条件の変化によっては
「絶滅危惧」として上位ランク
に移行する要素を有するもの。 

次に該当する種 

生息状況の推移から見て、種の存続への圧迫が強
まっていると判断されるもの。具体的には、分布
域の一部において、次のいずれかの傾向が顕著で
あり、今後さらに進行するおそれがあるもの。 

a)個体数が減少している。 
b)生息条件が悪化している。 
c)過度の捕獲・採取圧による圧迫を受けている。 
d)交雑可能な別種が侵入している。 

 

情報不足 
Data Deficient（DD) 
評価するだけの情報が不足し
ている種 
 

環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテ
ゴリーに移行し得る属性（具体的には、次のいず
れかの要素）を有しているが、生息状況をはじめ
として、ランクを判定するに足る情報が得られて
いない種 

a)どの生息地においても生息密度が低く希少で
ある。 
b)生息地が局限されている。 
c)生物地理上、孤立した分布特性を有する（分布
域がごく限られた固有種等）。 
d)生活史の一部または全部で特殊な環境条件を
必要としている。 

 

 
●付属資料 

区分及び基本概念 定性的要件 定量的要件 

絶滅のおそれのある
地域個体群 
Threatened Local 
Population（LP） 
 
地域的に孤立している個体群
で、絶滅のおそれが高いもの。 

次のいずれかに該当する地域個体群 

①生息状況、学術的価値等の観点から、レッドデ
ータブック掲載種に準じて扱うべきと判断さ
れる種の地域個体群で、生息域が孤立してお
り、地域レベルで見た場合絶滅に瀕しているか
その危険が増大していると判断されるもの。 
②地方型としての特徴を有し、生物地理学的観
点から見て重要と判断される地域個体群で、
絶滅に瀕しているか、その危険が増大してい
ると判断されるもの。 
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３．レッドデータブックの記載内容と項目 
 
●種名（亜種名） 
 和名と学名を記載した。 
 学名については、命名者も含む。 
●動物群名 
 目名と科名を記載した。 
●カテゴリー 
 石川県カテゴリー  いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009 のカテゴリー区分を記載した。 
 国カテゴリー    環境省レッドリスト(2006～2007)のカテゴリー区分を記載した。 
●選定理由 
 選定評価の理由を記載した。 
●形態 
 形態について記載した。 
●国内分布 
 国内の分布状況について記載した。 
●県内分布 
 県内の分布状況について記載した。 
●生態 
 生態について記載した。 
●生息地の条件 
 生息環境について記載した。 
●生存の危機 
 生存に対する脅威等について記載した。 
 また、掲載種における生存危機の要因を分類化するため、原則として別表 1及び 2を用いて A～D
に分類し、末尾に付記した。 

●特記事項 
 学術的意義、希少種指定、天然記念物等について記載した。 
●参考文献 
 特に重要な文献等について記載した。 
●写真 
  生態写真または標本写真を掲載し、写真提供者の氏名を記載した。 
●分布図 
 生息地を 2次メッシュ（10km 四方）または 2次メッシュの 1/4（5km 四方）により表示した。 
 なお、一部の種については以下のいずれかの理由から表示をしていない。 
  ①生息地の公表により、悪影響が懸念されるため。 
  ②生息地に関する十分な情報がないため。 
 
情報不足種については、上記項目の一部についてのみ記載した。 
 
 
危機要因の分類について 
環境省発行の「第 3次生物多様性国家戦略（2008 年 3月）」第 2章に挙げられた生物多様性の危
機の構造として、その原因及び結果を分析した 3つの危機とその他の要因を A～Dに分類する。 
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別表 1 
コード 危機の定義 タイプ区分（別表 2） 
A 第 1 の危機（人間活動や開発による危機） 

人間活動ないし開発が直接にもたらす種の減少、絶滅、あるいは
生態系の破壊、分断、劣化を通じた生息･生育空間の縮小、消失 

11,12,13,14,15,16,17 
21,22,23,24,25 
31,32,41,42,43,51 

B 第 2 の危機（人間活動の縮小による危機） 
生活様式･産業構造の変化、人口減少など社会経済の変化に伴い、
自然に対する人間の働きかけが減少撤退することによる里地里
山などの環境の質の変化、種の減少ないし生息・生育環境の変化 

53,54 

C 第 3 の危機（人間により持ち込まれたものによる危機） 
外来種など人為的に持ち込まれたものによる生態系の攪乱 

52,56,57 

D 上記 3つの危機に分類できない危機要因による場合 55,61,62,71,99 
 

別表 2 存続を脅かしている原因のタイプ区分 
原因 コード 原因 コード 原因 コード 

森林伐採 
湖沼開発 
河川開発 
海岸開発 
湿地開発 
草地開発 
石炭採掘 
ゴルフ場 
スキー場 
土地造成 

11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
21 
22 
23 

道路工事 
ダム工事 
水質汚濁 
農薬汚染 
園芸採取・観賞用捕獲･狩猟 

薬草採取 
その他の不法採取など 
踏みつけ 
捕獲者進入 
管理放棄 

24 
25 
31 
32 
41 
42 
43 
51 
52 
53 

遷移進行･植生変化 
火山噴火 
帰化競合 
異種混雑･放流 
産地極限 
近交化進行 
その他 
不明 

54 
55 
56 
57 
61 
62 
71 
99 

（環境省レッドデータブックより） 
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４．選定結果 
 
(1) 選定種数 
選定の結果、いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009 の選定種数は、下記の表のとおりであ

る。 
 今回、地域個体群を含めて 378 種が選定され、前回のいしかわレッドデータブック〈動物編〉2000
と比較すると、152 種ふえ、大幅な増加となった。 
 内訳をみるとふえたのは、最大が昆虫類で 80 種の増加となっている。これは、ここ 10 年間で、
調査が進展し、減少した種がふえたことや新たな希少種が見つかったことが要因である。 
 また、新たな分類群として陸産貝類及び淡水産貝類が加わり、前者が 37 種、後者が 18 種、合計
55 種の貝類が追加されたことも大きな要因である。これまで、県内の貝類の研究は、他県と比較し
て遅れていたが、今回の改訂にあたり、貝類の生息情報の収集が進み、分類群に追加された。 
 

絶滅危
惧Ⅰ類

絶滅危
惧Ⅱ類 小計

哺乳類 2 4 8 (12) 8 22
鳥類 2 16 17 (33) 25 5 65 3
両生爬虫類 2 1 (3) 3 6 1
淡水魚類 2 3 (5) 4 9 1
昆虫類 2 40 35 (75) 66 24 167 5
浅海域の生物 2 (2) 7 14 23 16
陸産貝類 1 7 (8) 24 5 37
淡水産貝類 5 2 (7) 7 4 18
その他の動物 1 1 (2) 3 5

合計 6 71 76 (147) 147 52 352 26

地域
個体群分類群 絶滅

絶滅危惧 準絶滅
危惧

情報
不足 合計

 
 

 
 
(2) 選定結果 
＜凡例＞ 
※1 環境省ランク 
  環境省発表のレッドリスト（2006～2007）に基づいて記載 
※2 法指定等 
   国内希 ：国内希少野生動植物種（絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律） 
   国特天 ：国指定特別天然記念物（文化財保護法） 
   国天   ：国指定天然記念物（文化財保護法） 
   県希   ：県指定希少野生動植物種（ふるさと石川の環境を守り育てる条例）   
   県天   ：県指定天然記念物（石川県文化財保護条例） 
   市町天 ：市町指定天然記念物（市町文化財保護条例） 
 
 
 
 
 

【参考】いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000（2000 年 3月発行）の選定種数

絶滅危 
惧Ⅰ類 

絶滅危
惧Ⅱ類 小計

哺乳類 2 5 (5) 8 2 17 
鳥類 2 13 18 (31) 23 2 58 3
両生爬虫類 1 1 (2) 2 1 5
淡水魚類 2 2 (4) 4 8 2
昆虫類 28 14 (42) 49 91 1
浅海域の生物 2 (2) 15 12 29 8
その他の動物 1 (1) 3 4

合計 4 44 43 (87) 104 17 212 14

分類群 絶滅
絶滅危惧 準絶滅

危惧
情報
不足 合計 地域

個体群
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１．絶滅   6種 
分類群 和　名 学　名 環境省ランク

※
1

哺乳類 オオカミ Canis lupus (Linnaeus) 絶滅
カワウソ Lutra lutra (Linnaeus) 絶滅

鳥類 トキ Nipponia nippon (Temminck) 野生絶滅 国内希 国特天 A
ライチョウ Lagopus mutus (Montin) 絶滅危惧Ⅱ類 国内希 国特天 A C

昆虫 タガメ Lethocerus deyrolli (Vuillefroy) 絶滅危惧Ⅱ類 A
ミヤマシジミ Lycaeides argyrognomon praeterinsularis (Verity) 絶滅危惧Ⅱ類

危機要因法指定等
※

2

 
２．絶滅危惧Ⅰ類   71種 

分類群 和　名 学　名 環境省ランク※1
哺乳類 ノレンコウモリ Myotis nattereri 絶滅危惧Ⅱ類 A

クロホオヒゲコウモリ Myotis pruinosus Yoshiyuki 絶滅危惧ⅠＢ類 A
モリアブラコウモリ Pipistrellus endoi Imaizumi 絶滅危惧ⅠＢ類 A
クビワコウモリ Eptesicus japonensis Imaizumi 絶滅危惧ⅠＢ類 A

鳥類 ヒメクロウミツバメ Oceanodroma monorhis (Swinhoe) 絶滅危惧Ⅱ類 C
サンカノゴイ Botaurus stellaris (Linnaeus) 絶滅危惧ⅠＢ類 A
ヨシゴイ Ixobrychus sinensis (Gmelin) 準絶滅危惧 A D
ミゾゴイ Gorsachius goisagi (Temminck) 絶滅危惧ⅠＢ類 A B
クロツラヘラサギ Platalea minor Temminck & Schlegel 絶滅危惧ⅠＡ類 A
コクガン Branta bernicla (Linnaeus) 絶滅危惧Ⅱ類 国天 A
クマタカ Spizaetus nipalensis (Hodgson) 絶滅危惧ⅠＢ類 国内希 A
イヌワシ Aquila chrysaetos (Linnaeus) 絶滅危惧ⅠＢ類 国内希 国天 A
チュウヒ Circus spilonotus Kaup 絶滅危惧ⅠＢ類 県希 A
ヒクイナ Porzana fusca (Linnaeus) 絶滅危惧Ⅱ類 A B
ヘラシギ Eurynorhynchus pygmeus (Linnaeus) 絶滅危惧ⅠＡ類 A D
コアジサシ Sterna albifrons Pallas 絶滅危惧Ⅱ類 県希 A C
カンムリウミスズメ Synthliboramphus wumizusume (Temminck) 絶滅危惧Ⅱ類 国天 A C
イワヒバリ Prunella collaris (Scopoli) A C
チゴモズ Lanius tigrinus Drapiez 絶滅危惧ⅠＡ類 A D
アカモズ Lanius cristatus Linnaeus 絶滅危惧ⅠＢ類 A D

両生爬虫類 アベサンショウウオ Hynobius abei  Sato 絶滅危惧ⅠＡ類 国内希 A
ホクリクサンショウウオ Hynobius takedai  Matsui et Miyazaki 絶滅危惧ⅠＢ類 羽咋市天 A B

淡水魚類 トミヨ Pungitius sinensis (Guichenot) 県希 A
シラウオ Salangichthys microdon Bleeker A

昆虫 ホソミイトトンボ Aciagrion migratum  ( Selys) A B
ルリイトトンボ Enallagma boreale cirulatum Selys A C D
コバネアオイトトンボ Lestes japonicus Selys 絶滅危惧Ⅰ類 A B C
ホンサナエ Gomphus postocularis Selys A
オナガサナエ Onychogomphus viridicosta  Oguma A
ヒメサナエ Sinogomphus flavolimbatus Oguma A
オグマサナエ Trigomphus ogumai  Asahina 絶滅危惧Ⅱ類 A C
カトリヤンマ Gynacantha japonica Bartenef A B
ハネビロエゾトンボ Somatochlora clavata Oguma 絶滅危惧Ⅱ類 A
カワラバッタ Eusphingonotus japonicus (Saussure) A B
エサキアメンボ Limnoporus esakii (Miyamoto) 準絶滅危惧 A
ホッケミズムシ Hesperocorixa distanti hokkensis (Matsumura) 準絶滅危惧 A B C
ヒメマルミズムシ Paraplea indistinguenda （Matsumura） A B
カワラゴミムシ Omophron aequalis Morawitz A
イカリモンハンミョウ Cicindela anchoralis Chevrolat 絶滅危惧Ⅰ類 県希 県天、内灘町天 A
ホソハンミョウ Cicindela gracilis Pallas 準絶滅危惧 A
カワラハンミョウ Cicindela laetescripta Motschulsky 絶滅危惧Ⅱ類 A
ハラビロハンミョウ Cicindela sumatrensis niponensis Bates 絶滅危惧Ⅱ類 A
ヒゲナガホラヒラタゴミムシ Jujiroa imunada U no A D
マルケシゲンゴロウ Hydrovatus subtilis Sharp A B
ナガケシゲンゴロウ Hydroporus uenoi Nakane A B
ゲンゴロウ Cybister japonicus Sharp 準絶滅危惧 A B C
マルコガタノゲンゴロウ Cybister lewisianus Sharp 絶滅危惧Ⅰ類 県希 A B C
シャープゲンゴロウモドキ Dytiscus sharpi Wehncke 絶滅危惧Ⅰ類 県希 A B C
マルガタゲンゴロウ Graphoderus adamsii (Clark) 準絶滅危惧 A B C
シマゲンゴロウ Hydaticus bowringi Clark A B
チュウブホソガムシ Hydrochus chubu Balfour‐Browne et M. Sat 準絶滅危惧 A B C
コガムシ Hydrochara affinis (Sharp) A B
オオクワガタ Dorcus hopei binodulosus Waterhouse 絶滅危惧Ⅱ類 A
ベーツヒラタカミキリ Eurypoda batesi Gahan A
キイロミヤマカミキリ Margites fulvidus (Pascoe) A
コトラカミキリ Plagionotus pulcher (Blessig) 準絶滅危惧 A
トガシオオナギナタハバチ Megaxyela togashii Shinohara 情報不足 A
シロズヒラタハバチ Pamphilius leucocephalus Takeuchi 情報不足 A
イソメマトイ Hydrotaea glabricula (Fallen) 絶滅危惧Ⅰ類 A
カエルキンバエ Lucilia (Bufolucilia) chini Fan 情報不足 A
ゼニゴギンガクニクバエ Metopia stackeibergi Rohdendorf A
ゴヘイニクバエ Sarcophila japonica Rohdendorf 絶滅危惧Ⅱ類 A
クロシジミ Niphanda fusca (Bremer et Grey) 絶滅危惧Ⅰ類 A B
アオモンギンセダカモクメ Cucullia argentea Hufnagel A

陸産貝類 クビキレガイモドキ Cecina manchurica A. Adams 絶滅危惧Ⅰ類 A
淡水産貝類 ナタネミズツボ Fukuia minima (Bartsch) 絶滅危惧Ⅱ類 A D

カワネジガイ Camptoceras terebra hirasei Walker 絶滅危惧Ⅰ類 A
ヒダリマキモノアラガイ Culmenella rezvoji (Lindholm) 絶滅危惧Ⅰ類 A
カワシンジュガイ Margaritifera laevis (Haas) 絶滅危惧Ⅱ類 A B
カタハガイ Pseudodon omiensis (Heimburg) 絶滅危惧Ⅱ類 A C

その他の動物 ハッタジュズイミミズ Drawida hattamimizu  Hatai 準絶滅危惧 A

危機要因法指定等※2
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３．絶滅危惧Ⅱ類   76種 
分類群 和　名 学　名 環境省ランク※1

哺乳類 アズミトガリネズミ Sorex hosonoi Imaizumi 準絶滅危惧 A
ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi Ognev A
カグヤコウモリ Myotis frater Allen A
ヤマコウモリ Nyctalus aviator Thomas 準絶滅危惧 A
ヒナコウモリ Vespertilio superans Thomas A
ウサギコウモリ Plecotus auritus (Linnaeus) A
テングコウモリ Murina leucogaster Milne-Edwards 絶滅危惧Ⅱ類 A
コテングコウモリ Murina ussuriensis Ognev A

鳥類 マガン Anser albifrons (Scopoli) 準絶滅危惧 国天 A
カリガネ Anser erythropus （Linnaeus） 準絶滅危惧 A

ヒシクイ Anser fabalis  (Latham)
絶滅危惧Ⅱ類
準絶滅危惧

国天 A

トモエガモ Anas formosa Georgi 絶滅危惧Ⅱ類 A
オジロワシ Haliaeetus albicilla (Linnaeus) 絶滅危惧ⅠＢ類 国内希 国天 A
サシバ Butastur indicus (Gmelin) 絶滅危惧Ⅱ類 A B
オオタカ Accipiter gentilis (Linnaeus) 準絶滅危惧 国内希 A B
ハヤブサ Falco peregrinus Tunstall 絶滅危惧Ⅱ類 国内希 A
イカルチドリ Charadrius placidus J.E. & G.R.Grey A
シロチドリ Charadrius alexandrinus Linnaeus A
タマシギ Rostratula benghalensis (Linnaeus) A B
ホウロクシギ Numenius madagascariensis (Linnaeus) 絶滅危惧Ⅱ類 A
アオバズク Ninox scutulata (Raffles) A D
ヨタカ Caprimulgus indicus Latham 絶滅危惧Ⅱ類 A D
アカショウビン Halcyon coromanda (Latham) A
ブッポウソウ Eurystomus orientalis (Linnaeus) 絶滅危惧ⅠＢ類 A
コジュリン Emberiza　yessoensis 絶滅危惧Ⅱ類 A B

両生爬虫類 アカウミガメ Caretta caretta (Linnaeus) 絶滅危惧ⅠＢ類 A
淡水魚類 ホトケドジョウ Lefua echigonia Jordan et Richardson 絶滅危惧ⅠＢ類 県希 A C

イトヨ（降海型） Gasterosteus aculeatus (Linnaeus) 地域個体群 A
アカザ Liobagrus reini Hilgendorf 絶滅危惧Ⅱ類 A

昆虫 キイロサナエ Asiagomphus pryeri (Selys) A
アオサナエ Nihonogomphus viridis (Oguma） A
マダラヤンマ Aeschna mixta Latreille A B
マダラナニワトンボ Sympetrum maculatum Oguma 絶滅危惧Ⅰ類 A B
オオゴキブリ Panesthia angustipennis (Shiraki) A
ヒナカマキリ Amantis nawai Shiraki A
エゾエンマコオロギ Teleogryllus infernalis (Saussre） A
コオイムシ Appasus japonicus (Vuillefroy) 準絶滅危惧 A B C
オオヒョウタンゴミムシ Scarites sulcatus Olivier 準絶滅危惧 A
ウエダオオズナガゴミムシ Pterostichus uedaorum Morita et Hirasawa A
ヒメケシゲンゴロウ Hyphydrus laeviventris Sharp A B C
テラニシセスジゲンゴロウ Copelatus teranishii Kamiya A B
コミズスマシ Gyrinus curtus Motschulsky A B
ヒメミズスマシ Gyrinus gestroi R gimbart A B
ヤマトホソガムシ Hydrochus japonicus Sharp A
ネブトクワガタ Aegus laevicollis subnitidus Waterhouse A
ヒメオオクワガタ Nipponodorucus montivagus montivagus (Lewis) A
アカマダラハナムグリ Anthracophora rusicola Burmeister 情報不足 A
クロマダラタマムシ Nipponobuprestis querceti (E．Saunders) A
カラマツカミキリ Tetropium castaneum (Linnaeus) A
ヒゲブトハナカミキリ Pachypidonia bodemeyeri (Pic) A
ベーツヤサカミキリ Leptoxenus ibidiiformis Bates A
ヨツボシカミキリ Stenygrium quadrinotatum Bates 絶滅危惧Ⅱ類 A
クロツヤヒゲナガコバネカミキリ Glaphyra hattorii (Ohbayashi) A
オニホソコバネカミキリ Necydalis gigantea gigantea Kano A
トホシカミキリ Saperda alberti Plavistchikov A
オオルリハムシ Chrysolina virgata (Motschulsky) A B
タカチホヒラタタマバチ Ibalia jakowlewi Yasumatsu A
ハイイロクモバチ Pompilus cinereus (Fabricius) A
アサマシジミ Lycaeides subsolanus yarigadakeanus (Matsumura) 絶滅危惧Ⅱ類 A
ゴマシジミ Maculinea teleius hakusanensis Fujioka 絶滅危惧Ⅱ類 A
ヒメシジミ Plebejus argus micrargus (Butler) 準絶滅危惧 A
ハマゴウノメイガ Herpetogramma albipennis Inoue A
ハマヤガ Agrotis ripae albovenosa Tschetverikow A
カギモンキリガ Orthosia nigrormaculata (Hone) A B

浅海域の生物 ヒジキ Hizikia fusiformis  (Harvey) Okamura D
マルバアサクサノリ Porphyra kuniedae  Kurogi 絶滅危惧Ⅰ類 A

陸産貝類 ヤマトクビキレガイ Truncatella pfeifferi Martens A
オオウスイロヘソカドガイ Paludinella tanegashimae (Pilsbry) A
トノサマギセル Mundiphaedusa ducalis (Kobelt) 準絶滅危惧 A
ココロマイマイ Satsuma cardiostoma (Kobelt) 絶滅危惧Ⅱ類 A
オオミケマイマイ Aegista omiensis (Pilsbry) 絶滅危惧Ⅱ類 A
ハクサンマイマイ Euhadra latispira latispira (Pilsbry et Hirase) 絶滅危惧Ⅱ類 A
ミヤマヒダリマキマイマイ Euhadra scaevola scaevola (Martens) 絶滅危惧Ⅱ類 A

淡水産貝類 カラスガイ Cristaria plicata (Leach) 準絶滅危惧 A C
ヨコハマシジラガイ Inversiunio jokohamensis (Ihering) 準絶滅危惧 A C

その他の動物 イソコモリグモ Lycosa ishikariana (S. Saito) 絶滅危惧Ⅱ類 県希 A

危機要因法指定等※2
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４．準絶滅危惧種   147種 
分類群 和　名 学　名 環境省ランク※1

哺乳類 ミズラモグラ Euroscaptor mizura (Gunther) 準絶滅危惧 A
オコジョ Mustera erminea Linnaeus 準絶滅危惧
ヤマネ Glirulus japonicus (Schinz) 準絶滅危惧 国天 A
ホンドモモンガ Pteromys momonga Temminck A
カヤネズミ Micromys minutus (Pallas) A
カワネズミ Chimarrogale Platycephala A
シントウトガリネズミ Sorex shintou A
ヒメヒミズ Dymecodon　pilirostris A

鳥類 カンムリカイツブリ Podeiceps cristatus (Linnaeus) A
ササゴイ Butorides striatus (Linnaeus) A
チュウサギ Egretta intermedia (Wagler) 準絶滅危惧 A
クロサギ Egretta sacra (Gmelin) A
オシドリ Aix galericulata (Linnaeus) 情報不足 A
ヨシガモ Anas falcata Georgi A
シノリガモ Histrionicus histrionicus (Linnaeus) A
ホオジロガモ Bucephala clangula (Linnaeus) A
ビロードキンクロ Melanitta fusca （Linnaeus） A D
ウミアイサ Mergus serrator Linnaeus A
カワアイサ Mergus merganser Linnaeus A
ミサゴ Pandion haliaetus (Linnaeus) 準絶滅危惧 A
ハチクマ Pernis apivorus (Linnaeus) 準絶滅危惧 A
ハイタカ Accipiter nisus (Linnaeus) 準絶滅危惧 A
ノスリ Buteo buteo (Linnaeus)
ヤマドリ Symaticus soemmerringil （Temminck） 準絶滅危惧 A B C
イソシギ Actitis hypoleucos (Linnaeus) A
ヤマシギ Scolopax rusticola Linnaeus A
ウミスズメ Synthliboramphus antiquus (Gmelin) 絶滅危惧ⅠＡ類 A
コノハズク Otus scops Temminck & Schlegel A D
サンショウクイ Pericrocotus divaricatus (Raffles) 絶滅危惧Ⅱ類 A
サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata (Eyton) A
コシアカツバメ Hirundo daurica Linnaeus A D
セッカ Cisticola juncidis (Rafinesque) A C
ノジコ Emberiza sulphurata Temminck & Schlegel 準絶滅危惧 A

両生爬虫類 ナガレタゴガエル Rana sakuraii  Matsui et Matsui A
タカチホヘビ Achalinus spinalis Peters A
シロマダラ Dinodon orientale (Hilgendorf) A

淡水魚類 ミナミアカヒレタビラ Acheliognathus tabira jordani Arai, Fujikawa and Nagata 絶滅危惧ⅠB類 A
アジメドジョウ Niwaella delicata (Niwa) 絶滅危惧Ⅱ類 A
シンジコハゼ Gymnogobius taranetzi (Pinchuk) 絶滅危惧Ⅱ類 A
ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus (O'Shaughnessy) A C

昆虫 モートンイトトンボ Mortonagrion selenion (Ris) 準絶滅危惧 A B C
オツネントンボ Sympecma paedisca paedisca (Eversmann) A B
ヒラサナエ Davidius moiwanus taruii Asahina et Inoue A
ネアカヨシヤンマ Aeschnophlebia anisoptera (Selys) 準絶滅危惧 A B
カラカネトンボ Cordulia aenea amurensis Selys B D
カオジロトンボ Leucorrinia dubia orientalis Ris D
キトンボ Sympetrum croceolum Selys A B
ミネトワダカワゲラ Scopura montana Maruyama A
ウスバカマキリ Mantis religiosa (Linnaeus) A B
ハマスズ Dianemobius csikii (Bolivar) A
ヤマトマダラバッタ Epacromius japonicus (Shiraki) A
ハウチワウンカ Trypetimorpha japonica Ishihara 準絶滅危惧 A
ハネナシアメンボ Gerris (Gerris) nepalensis Distant A B C
ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor Scott A B C
ミヤケミズムシ Xenocorixa vittipennis (Horv th) A B C
ミゾナシミズムシ Cymatia apparens （Distant） 準絶滅危惧 A B C
マツムラクサカゲロウ Semachrysa matsumurae (Okamoto) A
オオウスバカゲロウ Heoclisis japonica （Hagen) A
ナガヒラタムシ Tenomerga mucida (Chevrolat) A
セアカオサムシ Hemicarabus tuberculosus (Dejean et Boisduval) A
ハクサンクロナガオサムシ Leptocarabus arboreus hakusanus (Nakane) A
タカバクロヒラタゴミムシ Platynus takabai (Habu) A
クビボソコガシラミズムシ Haliplus (Haliplinus) japonicus Sharp A B
ヒメコガシラミズムシ Haliplus (Liaphlus) ovalis Sharp A B C
ルイスツブゲンゴロウ Laccophilus lewisius Sharp A B C
クロゲンゴロウ Cybister brevis Aub A B C
ミズスマシ Gyrinus japonicus Sharp A B
ガムシ Hydrophilus acuminatus Motschulsky A B C
ツヤハマベエンマムシ Eopachylopus ripae (Lewis) A
ヒメハマベエンマムシ Hypocacculus (Nessus) asticus (Lewis) A
ミヤマツヤハダクワガタ Ceruchus lignarius monticola Lewis A
コブナシコブスジコガネ Trox nohirai Nakane
オオセンチコガネ Ceotrupes auratus auratus Motschulsky A
オオチャイロハナムグリ Osmoderma opicum Lewis 準絶滅危惧 A
アオマダラタマムシ Nipponobuprestis amabilis (Snellen van Vollenhoven) A
エサキキンヘリタマムシ Scintillatrix kamibochiana (Obenberger) A
ヒメボタル Hotaria parvula Kiesenwetter A
ババジョウカイ Athemus babai (Ishida) A B
ヤマトヒメメダカカッコウムシ Neohydnus hozumii Nakane A
クロズハマベゴミムシダマシ Epiphaleria atriceps Lewis A
フタスジカタビロハナカミキリ Brachyta bifasciata japonica (Matsushita) A
トラフカミキリ Xylotrechus chinensis (Chevrolat) A B
ニセリンゴカミキリ Oberea mixta Bates A
ヌタッカゾウムシ Trichalophus nutakkanus (Kono) A
ウマノオバチ Euurobracon yokahamae (Dalla Torre) 準絶滅危惧 A
キアシクロハラボソコマユバチ Meteorus flavicoxa Maeto
クロモンアメバチ Dicamptus nigropictus (Matsumura) A
エサキムカシハナバチ Colletes esakii Hirashima A
カニギンモンアミカ Neohapalothrix kanii Kitakami A
ニホンアミカモドキ Deuterophlebia nipponica Kitakami 絶滅危惧Ⅱ類 A
タシマツルギアブ Acrosathe tashimai Nagatomi et Lyneborg A
ギフチョウ Luehdorfia japonica Leech 絶滅危惧Ⅱ類 A B
ホシチャバネセセリ Aeromachus inachus inachus (Menetries) 絶滅危惧Ⅰ類 A B
オオチャバネセセリ Polytremis pellucida pellucida (Murray) A B
ヘリグロチャバネセセリ Thymelicus sylvaticus sylvaticus (Bremer) A
ウラギンスジヒョウモン Argyronome laodice japonica (Menetries) 準絶滅危惧 A B
オオミスジ Neptis alwina (Bremer et Grey) A B
オオムラサキ Sasakia charonda charonda (Hewitson) 準絶滅危惧 A B
クモマベニヒカゲ Erebia ligea takanonis Matsumura 準絶滅危惧 A
モンクロキイロナミシャク Stamnodes danilovi sugitanii Prout A
オオシモフリスズメ Langia zenzerides nawai Rothchild & Jordan A B
ハネナガモクメキリガ Xylena nihonica (Hone) A
ガマヨトウ Archanara aerata (Butler) A

法指定等※2 危機要因
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オオチャバネヨトウ Nonagria puengeleri (Schawerda) A
チャバネキボシアツバ Paragabara ochreipennis Sugi A
ヤクシマコブヒゲアツバ Zanclognatha yakushimalis Sugi A

浅海域の生物 ホソエガサ Acetabularia caliculus  Lamouroux 絶滅危惧Ⅰ類
イシゲ Ishige okamurae  Yendo
シダモク Sargassum filicinum  Harvey
ホソナガベニハノリ Hypoglossum nipponicum  Yamada
ノトイトグサ Polysiphonia notoensis  Segi
キクメイシモドキ Oulastrea crispata (Lamarck) A
ムツサンゴ Rhizopsammia minuta mutuennsis Yabe et Eguchi A

陸産貝類 ヘグラマイマイ Euhadra quaesita heguraensis Kuroda et Tan 準絶滅危惧 A D
イツマデガイ Blanfordia japonica japonica (A. Adams) 準絶滅危惧 A
ナガオカモノアラガイ Oxyloma hirasei (Pilsbry) 準絶滅危惧 A
オオタキコギセル Euphaedusa digonoptyx (Boettger) A
ナミコギセル Euphaedusa tau (Boettger) A
コンボウギセル Mesophaedusa hickonis hickonis (Boettger) A
オクガタギセル Mundiphaedusa dorcas (Pilsbry) 準絶滅危惧 A
ハゲギセル Pinguiphaedusa attrita attrita (Boettger) A
オオコウラナメクジ Nipponolimax carinatus Yamaguchi & Habe 準絶滅危惧 A
ヤマコウラナメクジ Nipponolimax monticola Yamaguchi et Habe 準絶滅危惧 A
ヒラベッコウガイ Bekkochlamys micrograpta (Pilsbry) 情報不足 A
クリイロベッコウ Japanochlamys cerasina (Pilsbry) 情報不足 A
カズマキベッコウ Japanochlamys decens (Pilsbry et Hirase) 情報不足 A
キヌツヤベッコウ Nipponochlamys semisericata (Pilsbry) 情報不足 A
ヒメハリマキビ Parakaliella pagoduloides (Gude) 準絶滅危惧 A
スジキビ Parakaliella ruida (Pilsbry) 準絶滅危惧 A
オオウエキビ Trochochlamys fraterna (Pilsbry) 情報不足 A
ヒメカサキビ Trochochlamys subcrenulata subcrenulata (Pilsbry) 準絶滅危惧 A
エチゼンビロウドマイマイ Nipponochloritis echizenensis (Pilsbry et Hirase) 情報不足 A
ケハダビロウドマイマイ Nipponochloritis fragilis (Gude) 準絶滅危惧 A
コシタカコベソマイマイ Satsuma fusca (Gude) 準絶滅危惧 A
コベソマイマイ Satsuma myomphala myomphala (Martens) A D
ヤマタカマイマイ Satsuma papilliformis (Kobelt) 準絶滅危惧 A
タワラガイ Sinoennea iwakawa (Pilsbry) A

淡水産貝類 イシマキガイ Clithon retropictus (Martens) A
ニクイロシブキツボ Fukuia kurodai kurodai Abbott et Hunter 準絶滅危惧 A
カワザンショウガイ Assiminea lutea japonica Martens A
ウミニナ Batillaria multiformis (Lischke) A
マツカサガイ Inversidens japanensis (Lea) 準絶滅危惧 A B C
イシガイ Unio douglasiae Martens A C
マシジミ Corbicula leana Prime 準絶滅危惧 A C

その他の動物 キシノウエトタテグモ Latouchia swinhoei (Kishida) 準絶滅危惧 A
キノボリトタテグモ Ummidia fragaria (Doenitz) 準絶滅危惧 A
ワスレナグモ Calommata signata (Karsch) 準絶滅危惧 A

 
５．情報不足   52種 

分類群 和　名 学　名 環境省ランク※1
鳥類 オオジシギ Gallinago hardwickii (Grey) 絶滅危惧Ⅱ類 A B

マダラウミスズメ Brachyramphus marmoratus (Pallas) 情報不足 A
オオコノハズク Otus lempiji (Horsfield) A D
ハリオアマツバメ Hirundapus caudacutus (Latham) D
キバシリ Certhia familiaris Linnaeus A D

昆虫 ムスジイトトンボ Cercion sexlineatum (Selys)
クマコオロギ Mitius minor (Shiraki)
ハマベツチカメムシ Byrsinus varians (Fabricius) 準絶滅危惧
エゾコセアカアメンボ Gerris (Macrogerris) yezoensis (Miyamoto)
オオクロツヤミズギワカメムシ Macrosaldula koreana (Kiritshenko)
コオナガミズスマシ Orectochilus punctipennis Sharp
クロアリヅカエンマムシ Hetaerius optatus Lewis
チビクワガタ Figulus binodulus Waterhouse
セスジカクマグソコガネ Rhyparus azumai azumai Nakane
イソジョウカイモドキ Laius asahinai Nakane 情報不足
ガガブタネクイハムシ Donacia lenzi Sch nfeldt
ツヤネクイハムシ Donacia nitidior (Nakane)
イネネクイハムシ Donacia provostii Fairmaire
ハクサンハバチ Neocolochelyna hakusana Togashi
コマユバチの一種 Yelicones nipponicus Togashi
アオスジクモバチ Paracyphononyx alienus (Smith)
ハクサンホシシリアゲ Panorpa kagamontana Miyamoto
タケウチケブカミバエ Paratephritis takeuchii Ito
キイロミヤマイエバエ Thricops diaphanus (Wiedemann)
キバネクロバエ Mesembrina resplendens cillimaculata Fan & Zhang
ギンイチモンジセセリ Leptalina unicolor (Bremer et Grey) 準絶滅危惧
ルリイロスカシクロバ Illiberis consimilis Leech
ネズミホソバ Pelosia angusta (Staudinger)
ヒメシロシタバ Catocala nagioides Wileman

浅海域の生物 ウスバノコギリモク Sargassum serratifolium  (C.Agardh) C.Agardh
タマハハキモク Sargassum muticum  (Yendo) Fensholt
ススカケベニ Halarachnion latissimum  Okamura
タマカイメン Tethya japonica Sollas
ウミサボテン Cavernularia obesa Milne-Edwards et Haime
ホソウミエラ Scytalium martensii K lliker
フトウミエラ Leioptilus fimbriatus (Herklots)
チャイロキヌタ Palmadusta artuffeli (Jousseaume)
ハボウキガイ Pinna bicolor Gmelin
コシダカウニ Mespilia globulus (Linnaeus)
オトヒメゴカイ Hesione reticulata Marenzeller
カタユウレイボヤ Ciona intestinalis (Linnaeus)
ナメクジウオ Branchiostoma belcheri Gray
アカハゼ Amblychaeturichthys hexanema (Bleeker)

陸産貝類 サツマクリイロカワザンショウ類の一種 Angustassiminea sp. A D
ナガナタネガイ Columella edentula (Draparnaud) 地域個体群
ミドリベッコウ Bekkochlamys kagaensis (Pilsbry et Hirase) 情報不足 A
ハクサンベッコウ Nipponochlamys hakusanus (Pilsbry et Hirase) 情報不足 A
ハクサンケマイマイ Aegista hakusanensis M.Azuma et Y.Azuma A

淡水産貝類 ヒラマキガイモドキ Polypylis hemisphaerula (Benson) 準絶滅危惧 A B
ホソウミニナ Batillaria cumingii (Crosse) A
オバエボシガイ Inversidens brandti (Kobelt) 絶滅危惧Ⅱ類 A C
ヤマトシジミ Corbicula japonica Prime 準絶滅危惧 A

危機要因法指定等※2
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６．地域個体群   26種 
分類群 和　名 学　名 環境省ランク※1

鳥類 七ツ島のオオミズナギドリ繁殖個体群 Calonectris leucomelas  (Temminck) A C
七ツ島のウミウ繁殖個体群 Phalacrocorax capillatus  (Temminck & Schlegel) A
ミユビシギ越冬群 Crocethia alba  (Pallas) A D

両生爬虫類
邑地潟地溝帯以北のヒダサンショウ
ウオ

Hynobius kimurae  Dunn 準絶滅危惧 A

淡水魚類 イワナ（無斑タイプ） Salvelinus leucomaenis  subsp. A C
昆虫 ヤマトオサムシ Carabus yanato  (Nakane)

ヘグラシモフリコメツキ Actenicerus suzukii hegrensis  (Kishii)
ヘグラカバイロコメツキ Agriotes subvittatus hegurensis  Kishii
コムラサキ（黒色型） Apatura metis substituta  Butler
アルプスヤガ Xestia speciosa  (Hubner)

浅海域の生物 フジノハズタ Caulerpa fergusonii   Murray
ウスイロモク Sargassum pallidum   (Turner) C.Agardh
ツクシアマノリ Porphyra yamadae   Yoshida
ツクモジュズサンゴ Culicia japonica tenuisepes  Ogawa, Takahashi and Sakai A
シオガマサンゴ Oulangia stokesiana miltoni  Yabe et Eguchi A
アンズイソギンチャク Aulactinia coccinea  (Verrill) sensu Uchida and Soyama A
グビジンイソギンチャク Stichodactyla tapetum  (Ehrenberg) A
アマガイ Nerita (Heminerita) japonica  Dunker A
メダカラ Purpuradusta (Cupinota) gracillis  (Gaskoin)
マクラガイ Oliva mustelina  Lamarck
マシコヒゲムシ Oligobrachia mashikoi  Imajima A
サクラオフェリア Euzonus arcticus  Grube A
エゾオフェリア Euzonus ezoensis (Okuda) A
ミサキギボシムシ Balanoglossus misakiensis Kuwano A
ワダツミギボシムシ Balanoglossus carnosus  (Willey) A
イチモンジハゼ Tremma garmmistes  (Tomiyama) A

白山市天

危機要因法指定等※2
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Ⅱ　　各　　論



 

 １．哺 乳 類 
 
 

１ 石川県の哺乳類相（陸棲） 
日本国内の哺乳類の生息確認は帰化種を含めると26科70属122種で、土着の哺乳類だけでも23科57

属110種と非常に多くの種が生息している。また110種のうち44種が固有種、6属が固有属であること

も大きな特徴である。日本の国土は面積が狭いうえ、南北に 3,000kmと細長く、気候帯の上でも亜熱帯

から亜寒帯まで含み、地形が急峻で高山も見られることから植物地理学上も多様性に富んだ自然環境が見

られる。また、アジア大陸の東端に位置する列島であることから、地殻の変動や氷河期の海水面の上下に

より大陸からの侵入や孤立を繰り返し、大陸から強い影響を受けている反面、孤立により独自の進化を遂

げた部分などがある（阿部ら 1997，2007）。 

県内では1999年までに18科53種の哺乳類が確認されているが、その後の調査でコウモリ2種の生息

が確認され、現時点では18科55種が確認されている。これを日本の哺乳類相と比較すると種数で半分と

少ないが、これは、沖縄県や北海道などの生物地理学的に完全に異なる区域を含んでいるためで、同じ生

物地理学的区域に属する本州、四国、九州の種数と比較すると、種段階ではほぼすべての種が確認されて

いる。本県は南北に細長く、しかも海岸から高山までを含み、急峻で入り組んだ地形が多く、多量の積雪

があることからも、多様で特徴のある哺乳類相が残ってきた。アズミトガリネズミ、ヒメヒミズ、ミズラ

モグラなど、高山の山岳地にだけ分布する種や原生的な森林にしかいないコウモリ類が分布することなど、

哺乳類相の豊かな県といえる。また、コウモリ類の一部には繁殖が確認されていないものもあるが、ほと

んどの種で繁殖が確認されており、県内には哺乳類の生息に適した環境が残されているといえる。 

  哺乳類相から県内を加賀地方と能登地方に大きく二分することもできる。加賀地方にはヌートリアとア

ナウサギの2種の移入種を除く、県内の全ての哺乳類の生息が確認されているのに対し、能登地方は、加

賀地方の約半数にあたる11科26種しか生息が確認されておらず、大型哺乳類や高山性の小哺乳類を欠い

ている。加賀地方の種の多様さを際だたせているのは、能登地方にはない白山を中心とした広い山岳地域

の存在である。この地域において冬期間の多量の積雪が人間活動を制限し、良好な自然環境が残されてき

た結果といえる。 

 県内で最も多くの種がいる分類群はコウモリ類で、キクガシラコウモリ科とヒナコウモリ科の16種が

確認されている。次いで多いのはネズミ科とモグラ類（トガリネズミ科とモグラ科）で、どちらも9種が

確認されている。空中と、地上あるいは地下とそれぞれの生活の場は異なるがいずれも、体の小さな哺乳

類で、これらを合計すると34種にもなり、石川県で確認されている種の6割近くになる。これらの種に

ついては県全体の概要が明らかになってはいるが、研究者も限られているため、詳細については今後も調

査を継続しデータの空白を埋めていく必要があると考えられる。 

 

２ 種の選定基準 
種の現状を客観的に評価するには、過去から現在までの個体数、分布域などの変化を継続的に捉えてい

く必要がある。しかし、現状は分布データも不完全であり、個体数についてはごく一部の種しか分かって

いないことを認めざるを得ない。そのため、今回の選定に際しては次の基準で種を選んだ。 

 (1) 環境庁のレッドリスト「哺乳類」（1998）のうち、石川県に生息する種及び県内で繁殖する可能性

のある種 

絶滅危惧Ⅰ類  ノレンコウモリ、モリアブラコウモリ、クビワコウモリ、クロホオヒゲコウモリ 

絶滅危惧Ⅱ類  アズミトガリネズミ、ヒメホオヒゲコウモリ、カグヤコウモリ、ヤマコウモリ、ヒ

ナコウモリ、ウサギコウモリ、テングコウモリ、コテングコウモリ 

準絶滅危惧    ミズラモグラ、オコジョ、ヤマネ 
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  (2) 県内の個体数が少なく、しかも生息条件が悪化しているため生存が脅かされている種。 

準絶滅危惧    ホンドモモンガ、カヤネズミ、カワネズミ、シントウトガリネズミ、ヒメヒミズ 

 

  (3) 上記の(2)に該当すると思われるが、現在のところ評価するには知見が不足している種。 

情報不足      該当なし  

 

  (4) かつては生息し、現在は全く生息しない種。 

絶滅          オオカミ、カワウソ 

 

３ 哺乳類選定種一覧 
区  分 哺  乳  類 種類数等 

絶滅 オオカミ、カワウソ 2 

絶滅危惧Ⅰ類 ノレンコウモリ、クロホオヒゲコウモリ、モリアブラコウモリ、クビワコ

ウモリ 
4 

絶滅危惧Ⅱ類 

 

アズミトガリネズミ、ヒメホオヒゲコウモリ、カグヤコウモリ、ヤマコウ

モリ、ヒナコウモリ、ウサギコウモリ、テングコウモリ、コテングコウモ

リ 

 

8 

準絶滅危惧 
ミズラモグラ、オコジョ、ヤマネ、ホンドモモンガ、カヤネズミ、カワネ

ズミ、シントウトガリネズミ、ヒメヒミズ 
8 

情報不足 - - 

地域個体群 - - 

計 22 

 

（野﨑 英吉） 
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新旧対応表 
 

 
 

 

前回 17

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外

2 0 5 8 2 0 5

今 絶滅 オオカミ

回 2 カワウソ

絶滅危惧Ⅰ類 クロホオヒゲコウモリ クビワコウモリ ノレンコウモリ

4 モリアブラコウモリ

絶滅危惧Ⅱ類 アズミトガリネズミ ヒナコウモリ

8 ヒメホオヒゲコウモリ ウサギコウモリ

カグヤコウモリ テングコウモリ

ヤマコウモリ コテングコウモリ

準絶滅危惧 ミズラモグラ カヤネズミ カワネズミ

8 オコジョ シントウトガリネズミ

ヤマネ ヒメヒミズ

ホンドモモンガ

情報不足

0

地域個体群

22 0

カテゴリー外

0
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２．鳥   類 
 
 
１ 石川県の鳥類相 
石川県は日本のほぼ中央に位置し、日本海に突き出した能登半島と長い海岸線、白山の高山帯、平野部

の河川湖沼など多様な環境を有している。そのため、県内ではそれら環境に生息する様々な鳥類が観察、

記録されている。また能登半島沖に位置する舳倉島は大陸間を移動する渡り鳥の中継地となっており、国

内では稀にしか観察されない大陸系の種が数多く記録されている。1987年から2007年までの20年の間、毎

年約300種以上が記録され、これまで本県で記録された鳥種は430種（絶滅種2種と日本鳥類目録未掲載種 

18種を含む）にのぼり、年間記録種数、確認総種数共に全国でも有数の県の１つとなっている。 

 県内で記録された種（絶滅種を除く）を生活史によって分類すると、その構成は留鳥66種（15％）、夏

鳥56種（13％）、冬鳥95種（23％）、旅鳥94種（22％）、迷鳥93種（27％）となる。外洋に面して長い海

岸線がある県では、概して渡り鳥や海洋性の種などの記録が多くなるが、本県の記録もこの傾向と一致し

ている。また冬鳥の比率が高いのは大陸から越冬のために飛来する種が多いこと、旅鳥、迷鳥の比率が高

いのは前述の舳倉島などで記録される渡り鳥の種が多いことに起因している。 

 このように、冬鳥や旅鳥、迷鳥を含む渡り鳥に該当する種（特に大陸系の種を含む小鳥類）が記録種の

多くを占めていることが、石川県の鳥類相を最も特徴づける点であると考えられる。 
 
２ 種の選定基準 
(1) 第一次選定について 
 本県での記録種430種のうち、原則として過去10年間で5回以上観察記録のある種を中心に第一次選

定を行い、県版RDB選定の対象として307種を選出した。これらは、県内で定期的に繁殖、越冬、通過

する種であり、不定期に渡来するいわゆる迷鳥（県内での位置付け）は国のRDB指定種であっても選定

対象から除外した。ただし、国のRDB指定種で4回以上の記録のある種は、その重要性を考慮し選定対

象とした。また観察の機会の少ない海洋性や夜行性の種、また著しく隠蔽性が高く観察が困難な種で

も、定期的な生息が予測される種については2回以下の記録でも選定対象とした。なお、野外の観察で

は亜種の同定は困難である場合が多いため、選定は種のレベルにとどめた。 
(2) 第二次選定について 
 選定対象とした307種について、下記の基準で第二次選定を行ない、66種に絞り込むとともに、過去

に生息していた記録があるが、現在、生息が確認されていない2種を加え、RDB選定種を68種とした。

前回の「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」の選定種61種より7種増えたことになる。ちな

みに新たに選定された種は9種、除外された種は2種だった。 
 
（選定基準）   
a.国のRDB指定種であるもの。 
b.過去20年間（情報不足のものは10年間）で生息数または、観察例が著しく減少しているもの、及び

その記録の傾向から今後減少が予測されるもの。 
c.過去20年間（情報不足のものは10年間）で生息地が著しく減少したもの、及びその記録の傾向から

今後減少が予測されるもの。 
d.生物地理学的にみて重要な個体群、及び県内で局地的な分布をする個体群及びその生息地。 
e.生物地理学的にみて希少種と予測されるが観察例等が少なく判定するだけの情報がないもの。 
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３ 鳥類選定種とその概要 
  選定された68種を、それぞれのカテゴリーに評価分類した。評価分類にあたっては種の繁殖（域）、越

冬（域）、休息中継（域）の状況を評価の基本とし、国レベル、世界レベルの生息状況も考慮して検討し

た。その結果、「絶滅」2種、「絶滅危惧Ⅰ類」16種、「絶滅危惧Ⅱ類」17種、「準絶滅危惧」25種、「情

報不足」5種、「地域個体群」3種となった（表1）。 

 

表1 鳥類選定種一覧 
絶滅      2種 

トキ、ライチョウ 

絶滅危惧Ⅰ類  16種 

ヒメクロウミツバメ、サンカノゴイ、ヨシゴイ、ミゾゴイ、クロツラヘラサギ、コクガン、クマタカ、 

イヌワシ、チュウヒ、ヒクイナ、ヘラシギ、コアジサシ、カンムリウミスズメ、イワヒバリ、チゴモズ、

アカモズ 

絶滅危惧Ⅱ類  17種 

マガン、カリガネ、ヒシクイ、トモエガモ、オジロワシ、サシバ、オオタカ、ハヤブサ、イカルチドリ、

シロチドリ、タマシギ、ホウロクシギ、アオバズク、ヨタカ、アカショウビン、ブッポウソウ、コジュリ

ン 

準絶滅危惧種  25種 

カンムリカイツブリ、ササゴイ、チュウサギ、クロサギ、オシドリ、ヨシガモ、シノリガモ、ホオジロガ

モ、ビロードキンクロ、ウミアイサ、カワアイサ、ミサゴ、ハチクマ、ハイタカ、ノスリ、ヤマドリ、 

イソシギ、ヤマシギ、ウミスズメ、コノハズク、サンショウクイ、サンコウチョウ、コシアカツバメ、 

セッカ、ノジコ 

情報不足    5種 

オオジシギ、マダラウミスズメ、オオコノハズク、ハリオアマツバメ、キバシリ 

地域個体群   3種 

七ツ島のオオミズナギドリ繁殖個体群、七ツ島のウミウ繁殖個体群、ミユビシギ越冬群 

 

「絶滅」は前回と変わらずトキ、ライチョウの2種だった。 

「絶滅危惧Ⅰ類」は16種、前回より3種増加した。このうちヒメクロウミツバメは前回の選定以降も新

たな生息情報はなく、ほぼ絶滅状態であると考えられる。ただし調査漏れも考えられるため、前回に引き

続き「絶滅」に判定しなかった。今回新たに選定されたのはミゾゴイ、クロツラヘラサギとヘラシギ、ア

カモズの4種である。クロツラヘラサギとヘラシギは国際的な希少鳥類であり、県内の渡来数もごく少な

い。今回はこれらを考慮してランク付けを行った。またアカモズは最近の減少が著しいことから、前回の

準絶滅危惧種からランクアップした。 

「絶滅危惧Ⅱ類」は17種、前回より1種減少し入れ替わりがあった。新たに選定されたカリガネは、近

年、加賀市の片野鴨池で定期的な渡来するようになり、全国的にも渡来数の少ない国RDB種でもあること

から選定された。同じくコジュリンは国RDB種であり、新たに河北潟干拓地で繁殖が確認されたため選定

された。 

「準絶滅危惧」は25種、前回より2種増加した他、いくつか入れ替わりがあった。新たに選定されたの

は県内何箇所かで繁殖が確認されたカンムリカイツブリ、ノスリ。近年、観察例が少なく減少が予想され

るビロードキンクロ、コシアカツバメ、ヤマドリなどである。また、ウミアイサ、サンショウクイ、サン

コウチョウ、セッカなど、前回「絶滅危惧Ⅱ類」にランクされていたいくつかの種類のランクを下げた。

これらは新しく得られた生息情報に加えて、国レベルの生息分布域を考慮してより客観的に判断した結果

である。 
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「情報不足」は3種増えて5種。客観的に判断しうる情報の少ないものをこれにあてた。このうちオオジ

シギ、ハリオアマツバメは新たな繁殖の可能性に関しての選定となった。マダラウミスズメについては、

もともと観察例がごく少なく、温暖化による越冬域の北上なのか、生息を脅かす要因があったのか、判断

しうる情報がなかったためである。 

「地域個体群」としては3種。前回と同じく、オオミズナギドリ及びウミウは七ツ島の繁殖個体群を、

ミユビシギはかほく市から能美市海岸にかけての越冬個体群を選定している。 

 

この他、オオハクチョウとコチドリの2種を石川県RDBリストから除外した。オオハクチョウは県内で

は少ないものの、東日本では個体数も多く普通種であること、コチドリはその後の情報収集で県内では生

息地、個体数とも安定しており、絶滅の恐れはないと判断されたものである（以上表2参照）。 

 

  なお種の解説については、種の配列及び学名、和名は「日本鳥類目録第6版」（日本鳥学会 2000）に従

い、原則的に亜種名は省略したが、亜種表示が必要な場合は種小名の後につけ、和名表示もつけた。 
 
表2 「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」からランクが変更された種 

種  名 旧ランク→新ランク 種  名 旧ランク→新ランク 
ミゾゴイ 
クロツラヘラサギ 
ヘラシギ 
アカモズ 
カリガネ 
トモエガモ 
オオタカ 
シロチドリ 
コジュリン 
カンムリカイツブリ 
ビロードキンクロ 
ウミアイサ 

Ⅱ類 → Ⅰ類 
Ⅱ類 → Ⅰ類 
なし → Ⅰ類 
準 → Ⅰ類 
なし → Ⅱ類 
準 → Ⅱ類 
Ⅰ類 → Ⅱ類 
準 → Ⅱ類 
なし → Ⅱ類 
なし → 準 
なし → 準 
Ⅱ類 → 準 

ノスリ 
ヤマドリ 
コシアカツバメ 
セッカ 
 
マダラウミスズメ 
オオコノハズク 
ハリオアマツバメ 
キバシリ 
 
オオハクチョウ 
コチドリ 

不足 → 準 
なし → 準 
なし → 準 
Ⅱ類 → 準 
 
なし → 不足 
準 → 不足 
なし → 不足 
Ⅱ類 → 不足 

 
準 → 除外 
Ⅱ類 → 除外 

 
４ いしかわレッドデータブックに選定されなかった環境庁のレッドリスト選定種 
  国のRDB指定種であって県のRDB種に選定されなかったものが下記のとおり38種ある（表3）。これはコ

アホウドリやシロハラミズナギドリなどの迷鳥で（備考欄に迷鳥と表示）県内への渡来が不定期なため選

定対象種から除外したもの。ヒメウやアカアシシギなどのように国の指定が「繁殖（域）」を基準に指定

しているもので、県内での繁殖がないため（備考欄に繁殖無と表示）選定しなかったもの。ある程度の渡

来は見られるものの定期的な渡来は見られず、時期、期間等が不安定なため（備考欄に迷鳥的と表示）選

定しなかったものがある。例えばカラシラサギは、1986年に旧田鶴浜町（現七尾市）のサギコロニーで営

巣が見られたが、繁殖は成功しなかった。その後も輪島市舳倉島ではよく見られ、今後、繁殖の可能性も

期待されるが、今回は定期的な繁殖、通過ではないと判断した。 

これらの種類は現時点では選定基準に当てはまらず選定されなかったが、前回この表にあげられてい

たヘラシギやコジュリンが今回のRDBに選定されたように、鳥類の生息状況は変化していくものなので、

今後も動向に注意を払うべき種類である。 
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表3 いしかわレッドデータブックに選定されなかった環境省のレッドリスト選定種 

種  名 学  名 国の区分 備  考 

コアホウドリ Diomedea immutabilis EN 迷鳥 

シロハラミズナギドリ Pterodroma hypoleuca DD 迷鳥 

クロコシジロウミツバメ Oceanodroma castro CR 迷鳥 

クロウミツバメ Oceanodroma matsudairae EN 迷鳥 

ヒメウ Phalacrocorax pelagicus EN 繁殖無 

チシマウガラス Phalacrocorax urile CR 迷鳥 

オオヨシゴイ Ixobrychus eurhythmus EN 迷鳥的 

カラシラサギ Egretta eulophotes NT 迷鳥的 

コウノトリ Ciconia boyciana CR 迷鳥 

ヘラサギ Platalea leucorodia DD 迷鳥 
クロトキ hreskiornis melanoce phalus DD 迷鳥 
シジュウカラガン Branta canadensis CR 迷鳥 
ハクガン Anser caerulescens DD 迷鳥的 

サカツラガン Anser cygnoides DD 迷鳥 

アカツクシガモ Tadorna ferruginea DD 迷鳥的 

ツクシガモ Tadorna tadorna EN 迷鳥的 

アカハジロ Aythya baeri DD 迷鳥 
コウライアイサ Mergus squamatus DD 迷鳥 
オオワシ Haliaeetus pelagicus VU 迷鳥的 

ウズラ Coturnix japonica NT 野生種は迷鳥的 
クロヅル Grus grus DD 迷鳥 
タンチョウ Grus japonensis VU 迷鳥 
ナベヅル Grus monacha VU 迷鳥 
マナヅル Grus vipio VU 迷鳥 
チシマシギ Calidris ptilocnemis DD 迷鳥 
アカアシシギ Tringa totanus VU 繁殖無 

カラフトアオアシシギ Tringa guttifer CR 迷鳥 
コシャクシギ Numenius minutus EN 迷鳥 
セイタカシギ Himantopus himantopus VU 繁殖無 

ツバメチドリ Himantopus himantopus VU 迷鳥的 

ズグロカモメ Larus saundersi VU 迷鳥 
オオアジサシ Thalasseus bergii VU 迷鳥 
ウミガラス Uria aalge CR 迷鳥 
ケイマフリ Cepphus carbo VU 迷鳥 
エトピリカ Lunda cirrhata CR 迷鳥 
カラスバト Columba janthina NT 迷鳥的 

ヤイロチョウ Pitta brachyura EN 迷鳥 

シマアオジ Emberiza aureola CR 繁殖無 
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新旧対応表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回 61

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外

2 13 18 23 2 3 9

今 絶滅 トキ

回 2 ライチョウ

絶滅危惧Ⅰ類 ヒメクロウミツバメ ミゾゴイ アカモズ ヘラシギ

16 サンカノゴイ クロツラヘラサギ

ヨシゴイ

コクガン

クマタカ

イヌワシ

チュウヒ

ヒクイナ

コアジサシ

カンムリウミスズメ

イワヒバリ

チゴモズ

絶滅危惧Ⅱ類 オオタカ マガン トモエガモ カリガネ

17 ヒシクイ シロチドリ コジュリン

オジロワシ

サシバ

ハヤブサ

イカルチドリ

タマシギ

ホウロクシギ

アオバズク

ヨタカ

アカショウビン

ブッポウソウ

準絶滅危惧 ウミアイサ ササゴイ ノスリ カンムリカイツブリ

25 セッカ チュウサギ ビロードキンクロ

クロサギ ヤマドリ

オシドリ コシアカツバメ

ヨシガモ

シノリガモ

ホオジロガモ

カワアイサ

ミサゴ

ハチクマ

ハイタカ

イソシギ

ヤマシギ

ウミスズメ

コノハズク

サンショウクイ

サンコウチョウ

ノジコ

情報不足 キバシリ オオコノハズク オオジシギ マダラウミスズメ

5 ハリオアマツバメ

地域個体群 オオミズナギドリ

3 ウミウ

68 ミユビシギ

カテゴリー外 コチドリ オオハクチョウ

2
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３．両生爬虫類 
 

 

１ 石川県の両生類相 
 石川県において記録された両生類は、有尾目3科4属7種、無尾目4科5属13種1亜種である（宮崎

1996，2008）。隣県と比較すれば、本県には富山県でみられるハクバサンショウウオ、福井県でみられる

ダルマガエルが生息していない。 

 県内の両生類相をみると有尾類では、加賀地方南部にアベサンショウウオ（宮崎 2008）、能登地方に

ホクリクサンショウウオ（宮崎・竹田 2000）が生息している。両種は里山のサンショウウオで、産卵場

が民家に近い丘陵地や山麓部にあり、人間の生活する場と重複しているため都市化や開発によって消滅す

る危険性が高い。特にアベサンショウウオはホクリクサンショウウオに比べてはるかに個体数が少なく、

産卵場の攪乱もあって危機的な状況にある。クロサンショウウオは能登から加賀まで広くみられ、垂直分

布も海岸付近から白山山系に及んでいる。ヒダサンショウウオは加賀・能登地方の山地や丘陵地に生息し

ている。しかし邑知潟地溝帯以北では分布域が限られており、個体数も少ない。ハコネサンショウウオも

同じく山地帯でみられ、一般にヒダサンショウウオより高所に分布している。オオサンショウウオはこれ

まで山中町や小松市などで捕獲されているが自然分布ではなく、他県から移入されたものである。アカハ

ライモリは水田や池などでみられる。 

 無尾類では、ヒキガエル類はアズマヒキガエルが能登および加賀地方に分布している。金沢城跡にいた

ニホンヒキガエルは、1988年を最後にみられなくなった。また加賀地方の河川の上流域にはナガレヒキ

ガエルが生息している。 

 ニホンアマガエルは低地では県下全域でごくふつうにみることができる。 

 ニホンアカガエル、タゴガエル、ヤマアカガエル、トノサマガエル、ツチガエルは能登から加賀まで分

布している。ニホンアカガエル、トノサマガエル、ツチガエルは平地や丘陵地の水田、池などに多い。ヤ

マアカガエルは平地から山地帯まで生息分布が広い。タゴガエルは山地に広く生息し、高所では白山の標

高2,300mでみられている。加賀地方の山地渓流の上流部ではナガレタゴガエルが分布しているが、個体

数は比較的少ない。北アメリカから移入されたウシガエル（本県には1925年に木場潟へ入ったのが最初

である）は加賀から能登まで分布を拡げている。 

 モリアオガエルは県内に広く生息しており、海岸近くの水田から標高 2,000m 以上の高地でもみられる。

シュレーゲルアオガエル、カジカガエルも県内全域に分布し、シュレーゲルアオガエルは平地や丘陵地に、

カジカガエルは河川の上・中流域に多い。 

 

２ 石川県の爬虫類相 
 石川県では、カメ目4科9属9種、有鱗目6科10属12種が記録されている（松村 1996；松村・宮崎

1996；松村・山下 1996；徳本 1996）。本州産爬虫類のほとんどが石川県にも生息しており、分布してい

ないのはミナミイシガメとタワヤモリの2種だけである。 

 県内の爬虫類相はウミガメ類では、アオウミガメは春から夏に回遊してくる傾向がみられ、タイマイは

秋から冬に幼体の死後漂着が多い。石川県沿岸への回遊が最も多いのはアカウミガメで、現在までに4例

の産卵記録（このうち孵化したのは2例）と2例の上陸記録がある。能登半島は日本海側における産卵孵

化の北限地であるが、いまでは上陸して産卵できるような海岸がきわめて少なくなっている。ヒメウミガ

メは冬季に3例の死後漂着がある。オサガメは秋から冬に回遊がみられるが、冬は死後漂着が多い。 

 クサガメは潟や河川河口部を中心に生息している。ニホンイシガメは山間部の溜池や河川の上・中流域

に多くみられる。溜池で越冬し、夏は周辺の水陸に住んでいる。移入種のミシシッピアカミミガメ（原産

地は北アメリカ南部）は県内各所でみられる。今では個体数が在来種より多くなり、野外繁殖個体も多数
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捕獲されている（野田 2004; 野田・鎌田 2003，2004）。ニホンスッポンは潟や河口付近、一部は溜池に

生息している。 

 ニホンヤモリは民家がおもな生息場所で加賀・能登に広くみられる。ニホントカゲ、ニホンカナヘビは

平地から山地まで分布している。ニホントカゲは日当たりのよい場所に、ニホンカナヘビは草地に多い。 

 地中で活動し夜行性のタカチホヘビは、いまのところ奧能登からは発見されていない。シロマダラも夜

行性で日中は石の間などに隠れており、県内の記録はあまり多くない。シマヘビ、ジムグリ、アオダイシ

ョウ、ヒバカリ、ヤマカガシは広く分布しており、ふつうにみられる。ジムグリとヤマカガシは白山の標

高2,300m以上の高山帯でも記録されている。ニホンマムシは加賀から能登まで各地に生息し、セグロウ

ミヘビは外洋性だが海流に乗ってときどき本県沿岸に現れる。 

 

３ 種の選定基準 
 絶滅のおそれのある種を選定するにあたっては、それぞれの種についてその現状と過去の状況をできる

だけ定量的にとらえて、危険度を評価する必要がある。しかし石川県に生息する両生爬虫類では、個体数

の変動を定量的に調べた報告はきわめて少ない。そのため選定にあたっては、下に記した(1)～(3)の基準

によって6種および1地域個体群を選んだ（表1）。 

 

表1 両生爬虫類選定種一覧 

区  分 両  生  類 種数 爬  虫  類 種数 

絶滅 － － － － 

絶滅危惧Ⅰ類 アベサンショウウオ 

ホクリクサンショウウオ 

2 － － 

絶滅危惧Ⅱ類 － － アカウミガメ 1 

準絶滅危惧 ナガレタゴガエル 1 タカチホヘビ､シロマダラ 2 

情報不足  － － － － 

地域個体群 邑知潟地溝帯以北の 

ヒダサンショウウオ 

1 － － 

計 4 計 3 

 

今回の見直しにおいて前版（2000）と異なるのは、県内で生息が確認されたアベサンショウウオを絶滅

危惧Ⅰ類に追加したこと、ナガレタゴガエルのカテゴリーを情報不足から準絶滅危惧に変更したこと、邑

知潟地溝帯以北のヒダサンショウウオを絶滅のおそれのある地域個体群として新たに加えたことである。 

 

(1) 環境省（2006）の両生類レッドリストと爬虫類レッドリストに掲載されている種のうち、石川県に 

生息する種ならびに県内で繁殖する可能性のある種。 

    絶滅危惧Ⅰ類  アベサンショウウオ（環境省版レッドリストでは絶滅危惧ⅠA類） 

    絶滅危惧Ⅰ類  ホクリクサンショウウオ（環境省版レッドリストでは絶滅危惧ⅠB類） 

    絶滅危惧Ⅱ類  アカウミガメ（環境省版レッドリストでは絶滅危惧ⅠB類） 

環境省版レッドリスト（2006）では、クロサンショウウオ、ヒダサンショウウオ、アカハライモリは準

絶滅危惧、ニホンイシガメ、ニホンスッポンは情報不足になっている。しかしこれら5種は本県における

生息状況からみて、石川県のカテゴリーでは準絶滅危惧や情報不足とはしなかった。ただし邑知潟以北の

ヒダサンショウウオについては、(3)の地域個体群として挙げた。 

 

(2) 県内では個体数が少なく、しかも生息条件が悪化しているため生存が脅かされている種。 

    準絶滅危惧  ナガレタゴガエル 
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    準絶滅危惧  タカチホヘビ 

    準絶滅危惧  シロマダラ 

 

  (3) 地域的に孤立しているため、絶滅のおそれが高い個体群。 

     地域個体群  邑知潟地溝帯以北のヒダサンショウウオ 

 

 卵と幼生の期間を水中で過ごす両生類は、環境の悪化に対して敏感に反応するので環境評価の指標とし

て用いられている。また爬虫類は食物連鎖の上位の捕食者であり、爬虫類の生息状況はその地域における

生物多様性を示す指標となっている。近年はこのような観点から、概して移動能力が低く生息環境の変化

に弱い両生爬虫類を、生態系の健康状態を測るバロメーターとしてとらえることが多い。  

 

（宮崎 光二） 
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新旧対応表 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回 5

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外

0 1 1 2 1 0 3

今 絶滅

回 0

絶滅危惧Ⅰ類 ホクリクサンショウウオ アベサンショウウオ

2

絶滅危惧Ⅱ類 アカウミガメ

1

準絶滅危惧 タカチホヘビ ナガレタゴガエル

3 シロマダラ

情報不足

0

地域個体群 邑知潟地溝帯以北の

8 2 ヒダサンショウウオ

カテゴリー外

0
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４．淡水魚類 
 
 
１ 石川県の淡水魚類相 
石川県内に生息する淡水魚類は、「新版石川の動植物」（1999）において82種（亜種を含む）が記録され

ている。その後、「石川県の淡水魚類－補遺１」（2003）で新たに8種の淡水魚類が記載されたことから、

現在およそ 90 種の魚類が県内の陸水域に生息していると考えられる。これらの内訳を見ると在来種が 72

種であり､残りの18種が移入されたものであると考えられる。ソウギョやニジマスのように、移入種で再

生産をしていないものも見られる反面、オオクチバスなど一部の種については巧に生態系へと入り込んで

在来種に影響を及ぼしている種もある。移入経路はさまざまだが、種苗放流に混入して広がったと思われ

る種が、漁業権の設定された水域やダム湖、溜池などから多数確認されている。またペットとして移入さ

れ散逸したアカミミガメのように、淡水魚類の世界においても同様な問題が発生しつつある。 

ここ30年間を振り返ると、在来種と思われる淡水魚類の中で、県内から姿を消した種はいないが、かな

り危機的な状況下にあるものも見られる。平野部に生息するトミヨにおいては、低水温を好むため湧水へ

の依存度が高く、地下水位の低下が深刻な問題となっている。金沢市内におけるトミヨの生息場所は、地

下水の湧き出しがなくなったことですでに消滅している。しかし一部の地域においては地域住民らによる

保護活動が行われ、現在でも安定した生息環境の維持がなされているといった事例もある。さらに 2005

年5月にはトミヨが石川県指定希少野生動植物種に第1次指定されたこともあって、本種に対する関心は

高まりつつあると言える。2006年5月にはトミヨに次いでホトケドジョウが県指定希少野生動植物種に指

定された。本種については1995年以後に溜池や湿地、小水路などの調査によって相次いで生息地が発見さ

れている。しかしいずれの生息場所も極めて狭い場所に限定されていて、不安定な状況下に置かれている

ことに変わりはない。 
 
２ 種の選定基準 
今回の改訂にあたっては、過去20年間の記録に基づいて見直しを行った。特にランクの上位にあるトミ

ヨやシラウオについては、環境省のリストには見られない種であることからもわかるように、現在の石川

県独自の陸水域環境を反映した結果となっている。 

前回のリストと変更点は、イトヨ（降海型）を新たに絶滅危惧Ⅱ類に選定したことと、地域個体群から

カワヨシノボリを除外したことである。イトヨ（降海型）については海域における生活史がほとんど解明

されていないため、今回の選定にあたっては陸水域の状況のみから判断を行った。カワヨシノボリは現在

3 つの水系から確認されているが、その後も新たな生息地が発見され、各生息域が安定していることと、

本種の生活史を併せて考えると、近い将来危機的な状況に至る危険性はないものと判断したためである。

また準絶滅危惧に選定したミナミアカヒレタビラについては、種の取り扱い方の違いから環境省のリスト

とは種名の記載が異なっている。 

以上、絶滅危惧Ⅰ類が2種、絶滅危惧Ⅱ類が3種、準絶滅危惧が4種、地域個体群が１種の合計10種を

選定した。 
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表1 淡水魚類選定種一覧 
区 分 淡 水 魚 類 種類数

絶滅 － － 
絶滅危惧Ⅰ類 トミヨ、シラウオ 2 

絶滅危惧Ⅱ類 ホトケドジョウ、イトヨ（降海型）、アカザ 3 

準絶滅危惧 ミナミアカヒレタビラ、アジメドジョウ、シンジコハゼ、ジュズカケハゼ 4 

情報不足 － － 

地域個体群 イワナ（無斑タイプ） 1 

計 10 

 
表2 環境省ランクとの比較 

種名 石川県ランク 環境省ランク 
ミナミアカヒレタビラ 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠB類（アカヒレタビラ） 
アジメドジョウ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 
ホトケドジョウ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB類 
アカザ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 
イワナ（無斑タイプ） 地域個体群 なし 
シラウオ 絶滅危惧Ⅰ類 なし 
イトヨ（降海型） 絶滅危惧Ⅱ類 地域個体群 
トミヨ 絶滅危惧Ⅰ類 なし 
シンジコハゼ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 
ジュズカケハゼ 準絶滅危惧 なし 
 

（山本 邦彦） 
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新旧対応表 
 

 
 
 
 
 
 
 

前回 10

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 ランク外等

0 2 2 4 0 2 1

今 絶滅

回 0

絶滅危惧Ⅰ類 トミヨ

2 シラウオ

絶滅危惧Ⅱ類 ホトケドジョウ イトヨ（降海型）

3 アカザ

準絶滅危惧 ミナミアカヒレタビラ(※アカヒレタビラ)

4 アジメドジョウ

シンジコハゼ

ジュズカケハゼ

情報不足

0

地域個体群 イワナ（無斑タイプ）

10 1

ランク外 カワヨシノボリ

1

※(  )内 前回掲載種名
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５．昆 虫 類 
 
 
１ 自然環境と昆虫 
 1998年に作成された石川県の昆虫総目録である「石川県の昆虫」には、7,900種余りの昆虫が記載され

ている。その後、コウチュウ目で約250種、チョウ目で約150種、その他の目で約100種が県内から新た

に記録され、2008 年現在では、8,400 種余りが確認されていることになる。当然であるが、新たに約 500

種が増加したのは自然環境が改善されて増えたわけではなく、石川県未記録種がまだ多数生息しているこ

とを示すものであり、県内産昆虫は15,000種を下らないものと考えられる。その一方で、人間活動により

生息地が失われている昆虫が数多く存在すること、絶滅しつつある昆虫がいるのも事実である。 

 以下、おもな自然環境別の希少種に着目しながら、環境の変化が生息する昆虫にどのような影響を及ぼ

してきたか、また、必要な保全対策について述べる。 

 

（１）海岸 
  石川県の海浜における代表的な希少種として、加賀海岸や口能登地区に生息するイカリモンハンミョウ、

ハラビロハンミョウ、カワラハンミョウがあげられる。これら３種は、約40年前までは比較的、広範囲に

生息していたが、護岸工事、車の乗り入れ、道路建設、海浜後背地の開発により、現在はいずれの種も危

機的な状況にある。 

 ゼニゴギンガクニクバエやゴヘイニクバエ、イソメマトイは砂浜環境の悪化や海岸部の湧水箇所の消失

により、長い間、記録が途絶えていたが、これらのうちゴヘイニクバエが2005年に白山市の倉部海岸で再

発見された。また、オオヒョウタンゴミムシやハイイロクモバチは自然環境の良好な海浜では健在である

が、護岸工事の進んだ加賀地方の海浜では絶滅した所がある。さらに、小松市の一部の海岸では、ハマゴ

ウノメイガやヤマトマダラバッタ、ハマスズが発見されたと同時に護岸工事が進行し、絶滅したのは残念

なことである。一方、近年の調査で、イソジョウカイモドキ、ハマベツチカメムシ、ハマヤガなどの全国

的に記録の少ない種が新たに発見されたことは注目に値する。 

 海浜性昆虫の生存に影響を与えているのは護岸工事、海浜後背地の開発、海浜への車の乗り入れである。

護岸工事は現在、加賀地方で進行しているが、今後は海浜植物帯や後背地の保全に配慮した工法を採用す

べきである。また、ＲＶ車やバイクの乗り入れが海浜植物帯に甚大な影響をおよぼしている地域もあるの

で、侵入防止柵等による乗り入れの規制が必要である。 

 なお、県内の海浜で良好な自然環境が残されているのは加賀市と志賀町の海岸だけであり、両海岸には

上記の希少種の大部分が生息している。 

 

（２）平地（照葉樹林・河川敷） 
 県内の照葉樹林は加賀南部に多いが、社叢林や城跡として点在しているに過ぎない。照葉樹林に固有な

希少種として、キイロミヤマカミキリ、ベーツヤサカミキリ、ベーツヒラタカミキリ、ヤクシマコブヒゲ

アツバが加賀南部を中心に生息し、いずれの種も石川県が北限または北限に近い。これらは個体数が少な

く隔離分布しているため、絶滅の危機に瀕している。他に、オオゴキブリやヒナカマキリ、ハネナガモク

メキリガも生息するが、これらは二次林から発見されることもある。 

 平野部の原植生を残している社叢林や城跡の照葉樹林は、信仰の対象や史跡名勝として守られてきたも

のであり、今後も大きな環境改変はないものと思われる。しかし、近年、金沢城跡において、公園整備の

際に高木が伐採されたことや、小さな社叢林において建造物の改築とともに林内が公園のように整備され、

希少種の生息地が消滅した例もある。なお、上記の希少昆虫は、枯れ木、枯れ枝、落葉といった植物遺体

に依存している種が多いので、これらを完全に除去する林内整備は生息地の破壊につながるとともに、原
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植生の維持の観点からも問題があり、注意する必要がある。 

 次いで、県内最大の河川である手取川下流部に生息する種について述べる。手取川扇状地の扇頂部より

下流域の手取川は、かつて氾濫を繰り返し、急流河川に特有な河原の自然植生が保たれ、そこには河原固

有の昆虫が数多く生息していた。しかし、現在の河川敷は、手取川ダムの建設、河川敷内の土木工事や公

園化などにより、上流からの河川流量や運搬砂礫の減少、河原に固有な植生の破壊、河道の安定化、草地

化、林地化が進みつつある。かつてこの地域に生息していたミヤマシジミは、今回のレッドデータブック

では絶滅種となった。他にこの地域から絶滅した種としてカワラハンミョウがあげられる。また、カワラ

ゴミムシもこの流域から姿を消しつつある種である。 

 また、アオモンギンセダカモクメは土木工事により県内唯一の生息地が消滅し再確認されていない。カ

ワラバッタやクロツヤヒゲナガコバネカミキリも、過去10年間で生息場所が激減し、絶滅の危機が高まっ

てきた。今後の河川敷内における土木工事は、緊急性のある治水目的の最小限の工事にとどめるべきであ

る。手取川の良さは流路が変化することによって砂礫地が保たれていること、その周囲に河原固有の植生

の存在することが、本来の姿であることを関係者は認識していただきたい。 

 

（３）水辺 
 有史以来、自然環境の中で水辺ほど大きな人為的影響を受けた環境はない。河川の氾濫原、後背湿地、

池沼は、古くは水田へと改変され、潟湖は干拓された。さらに戦後、全国規模で始まった水田のほ場整備

は、水生小動物のみならず、湿地性や平地の陸生生物群集にも大きな影響を与え、平野部に生物の広大な

分布空白域を作る結果となった。しかし、幸いにして本県は、シャープゲンゴロウモドキなどの大型ゲン

ゴロウ類やケシゲンゴロウ類、コオイムシ、チュウブホソガムシ、コバネアオイトトンボ、マダラナニワ

トンボなどの希少種が生息する水辺環境を丘陵部の水田周辺に有している。これら水生昆虫の大部分は能

登地方のため池に生息しているが、なかには加賀南部にしか生息していない種も存在する。しかし、その

最後の聖域となっているため池も、ため池改修事業による近代的な護岸化、大型開発、道路建設、管理放

棄、枯渇、水質悪化により楽観できない状況が続いている。さらに、近年のブラックバスやアメリカザリ

ガニなどの外来生物の侵入や集中的、継続的な採集圧は局所的にしか生息しない水生昆虫類に多大な影響

を及ぼしている。 

 また、潟湖、河川の下流部には、ヤマトヒメメダカカッコウムシ、オオチャバネヨトウ、ガマヨトウと

いったヨシ、ガマ群落に依存する湿地性昆虫が生息するが、コンクリートの護岸化や埋め立てによって、

生息環境が狭小化しているのは水生昆虫と同様である。 

 流水性のミネトワダカワゲラやニホンアミカモドキは発見例が少ないが、両種の生息域である河川上流

部の渓流は人為的影響がおよんでいない所が大部分なので、生息環境が確保されていると考えられる。加

賀南部の河川中流域において局地的に生息するアオサナエ、オナガサナエ、ヒメサナエは生息個体数がき

わめて少ない。今後、河川改修や林道建設、生活排水の流入、河川流域の植生悪化により、容易に絶滅す

るものと思われる。一方、キイロサナエやヒラサナエは、近年になって新たな生息地が見つかった。これ

らサナエ類のような流水性の希少種は、これまでにあまり調査されなかった加賀南部や能登地方において

新たな生息地が見つかる可能性がある。 

 今回のレッドデータブックで新たに追加したコオナガミズスマシ、手取川下流の緩流域で見つかったク

ビボソコガシラミズムシ、日本では手取川扇状地の扇頂付近の河原でしか見つかっていないオオクロツヤ

ミズギワカメムシは生息の実態が不明な種である。 

 最近、農政レベルで生態系保全の考え方が取り入れられるようになり、水辺環境に配慮した工法やビオ

トープ造り、子供たちへの環境学習が推進されるようになってきた。これは水辺生態系の保全に寄与する

可能性がある一方で、さまざまな問題も抱えている。たとえば、外来生物の存在、汚水の流入といった水

生生物の生息を脅かす要因、現存する生物多様性の高いため池の保全対策を考慮せずに、新たに水辺環境

を創造することは生態系保全にはつながらない。また、水草をビオトープに移植する際に他地域から導入
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することも問題になってきている。こうした点について、関係する有識者や行政担当者は注意すべきであ

る。 

 

（４）低山地 
 低山地、すなわち里山における衰退種として、チョウ目ではホシチャバネセセリ、オオチャバネセセリ、

オオムラサキ、ウラギンスジヒョウモン、オオミスジ、ギフチョウ、オオシモフリスズメなどがあげられ

る。これらの種の衰退は、里山の人為的な環境破壊によるものが大きいが、里山の管理放棄による植生や

林内外の微気象の変化も大きな原因になっているものと考えられる。ウラギンスジヒョウモン、オオミス

ジ、オオシモフリスズメは加賀南部ではほぼ絶滅状態となってしまった。ギフチョウやホシチャバネセセ

リは林縁や林床のブッシュ化、植林地周辺の環境変化のため、生息地が消滅しつつある。オオミスジとオ

オシモフリスズメは、おもにウメ、スモモ等の栽培種に依存していることが共通しており、これらの樹木

が里山地域から減少していることが衰退の大きな原因であろう。また、エノキの古木に依存するクロマダ

ラタマムシも、その食樹の減少が生息地を孤立化させてしまったようである。クロシジミは古い記録があ

るのみで再発見されないのは、里山の管理放棄や道路整備と関連があるものと思われる。 

 オオセンチコガネは、県内では口能登の宝達丘陵周辺にのみ分布する種であるが、大きな環境改変がな

いにもかかわらず、近年減少傾向にあるのは、採集圧の可能性がある。犀川中流域の凝灰岩層に生息する

ヒゲナガホラヒラタゴミムシは、開発により生息地が狭小化する恐れがある。  

 いずれにせよ、低山地は開発等による環境破壊が大きい地域である反面、人手が加わらなくなったこと

による環境変化により、衰退に向かっている種が増えているのが現状である。 

 一方、近年になって低山地からクマコオロギ、アカマダラハナムグリ、ニセリンゴカミキリ、セアカオ

サムシ、カギモンキリガなどが発見されている。これらの種は県内の確認記録が少なく生息の実態が不明

であり、今後、注目する必要があろう。 

    

（５）山地                                     
 環太平洋分布をするトガシオオナギナタハバチは、白山市（旧吉野谷村）で発見されて以来、新たな生

息地が見つかっていない。また、ヒメボタルは、近年になって加賀南部の低山地から山地および白山山系

の山地にかけて比較的広く分布することが判明してきた。山地帯の地下浅層に生息するウエダオオズナガ

ゴミムシは調査方法の進展により、今後、生息の実態が明らかになるであろう。 

 白山山系の渓流沿いおよび山稜の露岩地周辺の草地には、アサマシジミ、ヒメシジミ、ゴマシジミ、ヘ

リグロチャバネセセリが局地的に生息しているが、個体数は少なく、特にヒメシジミは安定的な生息地が

見つかっていない。これらの種は、かつて、林道建設や河川改修などの人為的影響による生息地の破壊が

見られたが、現在は人が近づきやすい生息地において採集圧が大きくなっている。 

 白山山系の1,000～1,500ｍのブナを主体とした落葉広葉樹林には、ミヤマツヤハダクワガタ、ヒメオオ

クワガタ、オニホソコバネカミキリが生息する。当地域では、近年、大きな環境改変はないが、ヒメオオ

クワガタの個体数減少が著しい。昆虫マニアや販売業者による採集圧がかかっているものと思われる。 

 県内の山地帯では林道建設を除けば、ここ10年間に大きな開発行為はなかったようである。しかし、先

ほど述べた採集圧のほかに、昆虫の依存植物の採取による個体数の減少が懸念される種が存在する。たと

えば、ヤマシャクヤクの採取によるフタスジカタビロハナカミキリの減少がそれにあたる。 

 

（６）亜高山・高山  
 白山の亜高山帯にはハクサンホシシリアゲやモンクロキイロナミシャクが、高山帯にはヌタッカゾウム

シやアルプスヤガが生息している。これらは北アルプスの高山性昆虫と共通していて、白山が分布の西限

となっている。このうち、白山のアルプスヤガは赤褐色味が強く、飛騨山脈の個体群とは明らかに異なり、

地理的に隔離された個体群といえる。クモマベニヒカゲやハクサンクロナガオサムシは亜高山帯から高山
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帯まで広く分布している。しかし、これら高山性昆虫の知見は20年以上前の調査に基づくものがほとんど

で、近年の知見がほとんど得られていない。今回、選定したカオジロトンボ、エゾコセアカアメンボ、ヌ

タッカゾウムシ、クモマベニヒカゲ、ゴマシジミなどは現在の生息実態が不明のままである。当地域は白

山国立公園の特別保護地区に指定されており、厳しく採集規制されているが、温暖化の進行や登山者の増

加が高山の昆虫相にどのような影響をもたらしているのか、本格的に調査する時期にきている。 

 

２ 種の選定基準 
 種の選定の基礎資料となるのは、「石川県の昆虫（1998）」である。この昆虫総目録には7,912種が記

録されているが、その後、10年が経過し、現在は8,400種余りに増加していることは先に述べたとおりで

ある。これら8,400種余りの記録種の中から選定を行った。 

 昆虫の場合、全分類群を県全体において組織的に調査することは不可能なので、県のカテゴリー定義だ

けで種の選定を行うことは困難である。今回、種の選定にあたって判断基準としたのは、下記の２段階、

８項目であり、「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」とほぼ同様である。 

 

(判断基準) 

第１段階 環境と個体数 

現在の生息環境や個体数が次の一つ以上に当てはまる種 

 ａ.人為的な影響を受けやすい地域（海岸、平野部、低山地）に生息している。 

 ｂ.海浜、照葉樹林、湿地、石灰岩地帯、高山など特殊環境に生息している。 

 ｃ.近年、個体数が著しく減少している。 

 ｄ.本来、個体数がきわめて少ないと考えられる。 

 

第２段階 分布状況と確認記録 

上記に該当する種の中から、現在の分布状況や確認記録が次の一つ以上に当てはまる種 

 ａ.県内の分布域が限定される。 

 ｂ.本県が国内における分布の限界になっている。 

 ｃ.全国的に確認記録がきわめて少ない。 

 ｄ.近年の確認記録がない。 

 

 これらの判断基準をもとに、各分類群の担当者が該当種を選定し、その後、県のカテゴリー定義の定性

的要件に照らし合わせて、６つのカテゴリー（絶滅、絶滅危惧Ⅰ類、絶滅危惧Ⅱ類、準絶滅危惧、情報不

足、地域個体群）に評価、分類した。 

 「情報不足」のカテゴリーは、「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」においてはその判断基

準が曖昧であり、乱用が懸念されたことから設けなかったが、今回は情報不足を「全国的な希少種で、県

内の確認記録が１、２例のみであるが、調査が進めば他の地域でも見つかる可能性が高い種」と定義し、

これに該当する種を選定した。 

 なお、白山の亜高山帯、高山帯のように特別保護地区が設定され、今後も人為的な影響が少なく、絶滅

の恐れが少ないと思われる地域に生息している種は、選定を最小限にとどめた。このことは、「いしかわ

レッドデータブック〈動物編〉2000」作成時と同様である。 
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３ 評価結果の概要 
 今回の選定種は表１のとおり、172種で、石川県産昆虫の約２％に相当する。カテゴリーの「絶滅」は、

今回初めてミヤマシジミとタガメが選定された。両種とも十分な調査が実施されたにもかかわらず、ミヤ

マシジミは35年間、タガメは57年間記録がなく、生息の可能性がきわめて低いと判断したものである。 

 今回の選定種のうち、旧版の「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」より、ランクを上げた種

が 23 種（表２参照）、ランクを下げた種が５種であった。新たに追加された種は情報不足を含め、80 種

と大幅に増加した。このことは、昆虫類にとって生息環境がより厳しい状況に移行していることを反映し

ている。一方、削除されたのは３種で、いずれも生息地、個体数とも多かったことが判明したためである。 

 ランクアップした23種のうち、海浜性、水生、湿地性、草地性、河原などの非森林性の昆虫は18種で

78％を占め、これらの生息環境が悪化していることを示唆している。また、森林性昆虫の中でもベーツヒ

ラタカミキリ、ネブトクワガタ、クロマダラタマムシなどのように、平地の照葉樹林や里山に生息する種

はランクアップしている。 

 表３は、生息環境別の種数を目別に示したものである。目別で見ると、当然ではあるが種数が多く比較

的良く調べられているコウチュウ目、チョウ目で増加が目立った。また、生息環境のうち、旧版と比べ、

選定種が最も増加したのは水辺で、水生、湿地性昆虫が危機的状況にあることがうかがえる。また、海浜

性の昆虫もバッタ目、コウチュウ目、ガ類などで11種増加し、そのうち８種は近年発見されたものである。

水辺や海浜という特殊環境において選定種が増加したのは、開発工事等により生息環境の悪化が進んだこ

とはもちろん、海浜性の種のように、ここ10年で調査が進み、全国的な希少種が発見されたことも要因で

ある。里山環境においてもウラギンスジヒョウモン、オオミスジ、オオチャバネセセリ、カギモンキリガ

などチョウ目を中心に19種増加した。これらの種は、里山の開発と管理放棄が個体数の減少を招いたもの

であることは先に述べたとおりである。 

 自然環境に生息する昆虫は人為的影響が大きくなれば、ほとんどの種類は減少に向かうのが普通である。

かつては普通種であったアカトンボ類や水生ホタル類も県内に広く生息したはずであるが、その生息地は

面から線へ、線から点へと狭小化している。これらの種類もレッドデータブックに選定すべきとの意見も

あるが、生息地数や生息個体数が希薄になっているだけで、分布域が限定され絶滅のおそれがある段階に

達していないことから今回は選定を見送った。このような種類は低標高地には無数に存在するのが現状で

ある。 

－142－



 

表１ 選定種一覧                       
 
 絶滅       ２種（０種） 
タガメ・ミヤマシジミ 

 
  絶滅危惧Ⅰ類  40種（28種）  
ホソミイトトンボ・ルリイトトンボ・コバネアオイトトンボ・ホンサナエ・オナガサナエ・ヒメサナエ・オグマサナエ・カト

リヤンマ・ハネビロエゾトンボ・カワラバッタ・エサキアメンボ・ホッケミズムシ・ヒメマルミズムシ・カワラゴミムシ・イ

カリモンハンミョウ・ホソハンミョウ・カワラハンミョウ・ハラビロハンミョウ・ヒゲナガホラヒラタゴミムシ・マルケシゲ

ンゴロウ・ナガケシゲンゴロウ・ゲンゴロウ・マルコガタノゲンゴロウ・シャープゲンゴロウモドキ・マルガタゲンゴロウ・

シマゲンゴロウ・チュウブホソガムシ・コガムシ・オオクワガタ・ベーツヒラタカミキリ・キイロミヤマカミキリ・コトラカ

ミキリ・トガシオオナギナタハバチ・シロズヒラタハバチ・イソメマトイ・カエルキンバエ・ゼニゴギンガクニクバエ・ゴヘ

イニクバエ・クロシジミ・アオモンギンセダカモクメ 

 
  絶滅危惧Ⅱ類   35種（14種）  
キイロサナエ・アオサナエ・マダラヤンマ・マダラナニワトンボ・オオゴキブリ・ヒナカマキリ・エゾエンマコオロギ・コオ

イムシ・オオヒョウタンゴミムシ・ウエダオオズナガゴミムシ・ヒメケシゲンゴロウ・テラニシセスジゲンゴロウ・コミズス

マシ・ヒメミズスマシ・ヤマトホソガムシ・ネブトクワガタ・ヒメオオクワガタ・アカマダラハナムグリ・クロマダラタマム

シ・カラマツカミキリ・ヒゲブトハナカミキリ・ベーツヤサカミキリ・ヨツボシカミキリ・クロツヤヒゲナガコバネカミキリ

・オニホソコバネカミキリ・トホシカミキリ・オオルリハムシ・タカチホヒラタタマバチ・ハイイロクモバチ・アサマシジミ

・ゴマシジミ・ヒメシジミ・ハマゴウノメイガ・ハマヤガ・カギモンキリガ 

 
  準絶滅危惧    66種（49種） 
モートンイトトンボ・オツネントンボ・ヒラサナエ・ネアカヨシヤンマ・カラカネトンボ・カオジロトンボ・キトンボ・ミネ

トワダカワゲラ・ウスバカマキリ・ハマスズ・ヤマトマダラバッタ・ハウチワウンカ・ハネナシアメンボ・ヒメミズカマキリ

・ミヤケミズムシ・ミゾナシミズムシ・マツムラクサカゲロウ・オオウスバカゲロウ・ナガヒラタムシ・セアカオサムシ・ハ

クサンクロナガオサムシ・タカバクロヒラタゴミムシ・クビボソコガシラミズムシ・ヒメコガシラミズムシ・ルイスツブゲン

ゴロウ・クロゲンゴロウ・ミズスマシ・ガムシ・ツヤハマベエンマムシ・ヒメハマベエンマムシ・ミヤマツヤハダクワガタ・

コブナシコブスジコガネ・オオセンチコガネ・オオチャイロハナムグリ・アオマダラタマムシ・エサキキンヘリタマムシ・ヒ

メボタル・ババジョウカイ・ヤマトヒメメダカカッコウムシ・クロズハマベゴミムシダマシ・フタスジカタビロハナカミキリ

・トラフカミキリ・ニセリンゴカミキリ・ヌタッカゾウムシ・ウマノオバチ・キアシクロハラボソコマユバチ・クロモンアメ

バチ・エサキムカシハナバチ・カニギンモンアミカ・ニホンアミカモドキ・タシマツルギアブ・ギフチョウ・ホシチャバネセ

セリ・オオチャバネセセリ・ヘリグロチャバネセセリ・ウラギンスジヒョウモン・オオミスジ・オオムラサキ・クモマベニヒ

カゲ・モンクロキイロナミシャク・オオシモフリスズメ・ハネナガモクメキリガ・ガマヨトウ・オオチャバネヨトウ・チャバ

ネキボシアツバ・ヤクシマコブヒゲアツバ 

 
 情報不足      24種（－） 
ムスジイトトンボ・クマコオロギ・ハマベツチカメムシ・エゾコセアカアメンボ・オオクロツヤミズギワカメムシ・コオナガ

ミズスマシ・クロアリヅカエンマムシ・チビクワガタ・セスジカクマグソコガネ・イソジョウカイモドキ・ガガブタネクイハ

ムシ・ツヤネクイハムシ・イネネクイハムシ・ハクサンハバチ・コマユバチ科の一種・アオスジクモバチ・ハクサンホシシリ

アゲ・タケウチケブカミバエ・キイロミヤマイエバエ・キバネクロバエ・ギンイチモンジセセリ・ルリイロスカシクロバ・ネ

ズミホソバ・ヒメシロシタバ 

 
 地域個体群     ５種（１種） 
ヤマトオサムシ・ヘグラシモフリコメツキ・ヘグラカバイロコメツキ・コムラサキ（黒色型）・アルプスヤガ 

（ ）内の数字は、「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」の選定種数である。 
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表２ 「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」よりランクアップした昆虫 
種 名 旧ランク→新ランク 種 名 旧ランク→新ランク 

 タガメ 
 ミヤマシジミ 
 ルリイトトンボ 
 カワラバッタ 
 ホッケミズムシ 
 カワラゴミムシ 
 ホソハンミョウ 
 マルケシゲンゴロウ 
 ゲンゴロウ 
 コガムシ 
 ベーツヒラタカミキリ 
 クロシジミ 

  Ⅰ類 → 絶滅 
  Ⅰ類 → 絶滅 
  Ⅱ類 → Ⅰ類 
  Ⅱ類 → Ⅰ類 
  Ⅱ類 → Ⅰ類 
   準  → Ⅰ類 
  Ⅱ類 → Ⅰ類 
   準  → Ⅰ類 
  Ⅱ類 → Ⅰ類 
  Ⅱ類 → Ⅰ類 
  Ⅱ類 → Ⅰ類 
   準  → Ⅰ類 

 アオモンギンセダカモクメ 
 アオサナエ 
 マダラヤンマ 
 エゾエンマコオロギ 
 オオヒョウタンゴミムシ 
 ウエダオオズナガゴミムシ 
 ネブトクワガタ 
クロマダラタマムシ  
 アサマシジミ 
 ゴマシジミ 
 ヒメシジミ 
 

  Ⅱ類 → Ⅰ類 
   準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
 準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
   準  → Ⅱ類 
 

 
表３ 選定種の目別種数とおもな生息環境（情報不足、地域個体群を含む） 

目 名 海 岸 水 辺 平 地 低山地 山 地 亜高山･高山 計 
トンボ目 
カワゲラ目 
ゴキブリ目 
カマキリ目 
バッタ目 
カメムシ目 
アミメカゲロウ目 
コウチュウ目 
ハチ目 
シリアゲムシ目 
ハエ目 
チョウ目(チョウ類) 
チョウ目(ガ類) 

 
 
 
 
   3(1) 
 
   1(0) 
   9(5) 
   2(1) 
 
   4(3) 
 
   2(0) 

  21(17) 
 
 
 
 
  11(5) 
 
  27(8) 
 
 
   1(1) 
 
   2(2) 

 
 
   1(1) 
   2(1) 
   2(1) 
   1(0) 
   1(1) 
  10(6) 
 
 
 
   1(1) 
   5(6) 

 
       
 
 
 
 
 
  17(8) 
   8(5) 
 
   1(1) 
   9(5) 
   4(1) 

 
   1(1) 
 
 
 
 
 
  11(2) 
   1(0) 
   1(0) 
   4(1) 
   4(3) 
 

 
 
 
 
 
 
 
   2(2) 
 
 
 
   1(1) 
   2(2) 

  21(17) 
    1(1) 
    1(1) 
    2(1) 
    5(2) 
   12(5) 
    2(1) 
  76(31) 
   11(6) 
    1(0) 
   10(6) 
  15(10) 
  15(11) 

       計    21(10)   62(33)   23(17)   39(20)    22(7)    5(5)  172(92) 
（ ）内の数字は「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」の選定種数である。 
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４ 生息環境の保全にむけて 
 レッドデータブックの作成によって、希少昆虫への関心が高まるのは望ましいことである。多くの昆虫

が衰退に向かっているのは明らかであるし、その理由も多くの種類で推定されている。しかし、レッドデ

ータブックの中で提言された保全対策が進まないのは残念なことである。一方、保全対策として事業化さ

れた環境改変の中には、都市公園と同様な環境創造や周囲の環境とマッチしないビオトープ造りが善意と

して進められ、結果として貴重な自然環境が破壊されたケースがある。まずは、現在の生息環境を保全す

ることが最も重要なはずである。 

 石川県では「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」の昆虫類の選定種のうち、過去10年間で保

全に向けて積極的な保全対策を講じてきたのはイカリモンハンミョウと大型ゲンゴロウ類に限られる。し

かし、これらの種の保全活動は個人の尽力によるところが大きく、行政が後押しして成果を上げたもので

あり、地域住民や行政が主導したわけではない。他のすべてのレッドリスト掲載種は、たとえ絶滅危惧Ⅰ

類、Ⅱ類であっても、その生息地は、行政を含めた関係機関からあまり関心が払われずに、従来どおりに

土地造成や河川改修、護岸工事、道路建設、外来生物等の脅威にさらされているのが現状である。その原

因は、レッドデータブックで選定されても、関係者がどこをどのように保全したらよいか理解できる内容

になっていないこと、行政や関係機関を含めた保全への体制が整っていないことがあげられる。いいかえ

れば、レッドデータブックは希少種をリストアップすることが目的となっていて、活かすことに十分に注

意が払われていないのが現状で、このことは他府県でも同様である。 

 今後は保全対策をより効果的に進めるために、希少種の生息地にグレードを付けて３次メッシュで示し、

関係機関に周知させる方法を考えることが重要である。環境改変にかかわる関係機関に、希少種の生息場

所を３次メッシュ地図でわかりやすく示すことによって、工事の回避や環境に配慮した工事方法を模索す

ることが可能になると思われる。この「生息地公開による環境保全」が効果的な保全対策として機能する

には、昆虫のみならず、あらゆる希少生物を網羅した３次メッシュ地図を作成すること、保全にあたって

のマニュアルや連絡体制を検討、整備することが必要である。 

 

５ 種の解説について 
（１）種名の表示について 
 学名と和名は原則として、「日本産野生生物目録 無脊椎動物編（環境庁 1995）」に従ったが、一部の

種については、最新の種名で表示した。また、亜種名については、亜種名表示が妥当な場合、種小名の後

に付けた。 

 

（２）分布図について 
 ２次メッシュ地図における分布状況は、次の２種類に分けて表示した。ただし、表示した２次メッシュ

には、2007年現在で、すでに絶滅した所が含まれていることを付記しておく。 

 

  ■ ････ 1990年以降に生息を確認している。 

  ■ ････ 1989年以前に生息を確認しているが、1990年以降の生息が不明である。 
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新旧対応表① 
 前回 55

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外
0 28 14 13 0 0 22

今 絶滅 タガメ
回 2 ミヤマシジミ
絶滅危惧Ⅰ類 ホソミイトトンボ ルリイトトンボ カワラゴミムシ コバネアオイトトンボ

40 ホンサナエ カワラバッタ マルケシゲンゴロウ ヒルマルミズムシ
オナガサナエ ホッケミズムシ クロシジミ マルコガタノゲンゴロウ
ヒメサナエ ホソハンミョウ マルガタゲンゴロウ
オグマサナエ ゲンゴロウ オオクワガタ
カトリヤンマ コガムシ コトラカミキリ
ハネビロエゾトンボ ベーツヒラタカミキリ
エサキアメンボ アオモンギンセダカモクメ
イカリモンハンミョウ
カワラハンミョウ
ハラビロハンミョウ
ヒゲナガホラヒラタゴミムシ
ナガケシゲンゴロウ
シャープゲンゴロウモドキ
シマゲンゴロウ
チュウブホソガムシ
キイロミヤマカミキリ
トガシオオナギナタハバチ
シロズヒラタハバチ
イソメマトイ
カエルキンバエ
ゼニゴギンガクニクバエ
ゴヘイニクバエ

絶滅危惧Ⅱ類 キイロサナエ オオゴキブリ アオサナエ ヒメケシゲンゴロウ
35 マダラナニワトンボ ヒナカマキリ マダラヤンマ テラニシセスジゲンゴロウ

コオイムシ ベーツヤサカミキリ エゾエンマコオロギ コミズスマシ
クロツヤヒガナガコバネカミキリ オオヒョウタンゴミムシ ヒメミズスマシ
ハイイロクモバチ（※ハイイロベッコウ） ウエダオオズナガゴミムシ ヤマトホソガムシ
タカチホヒラタタマバチ ネブトクワガタ ヒメオオクワガタ

クロマダラタマムシ アカマダラハナムグリ
アサマシジミ カラマツカミキリ
ゴマシジミ ヒゲブトハナカミキリ
ヒメシジミ ヨツボシカミキリ

オニホソコバネカミキリ
トホシカミキリ
オオルリハムシ
ハマゴウノメイガ
ハマヤガ
カギモンキリガ
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新旧対応表② 

前回 37
絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群

0 0 0 36 0 1 61

今 準絶滅危惧 オツネントンボ モートンイトトンボ ウマノオバチ
回 66 ヒラサナエ カオジロトンボ キアシクロハラボソコマユバチ

ネアカヨシヤンマ キトンボ クロモンアメバチ
カラカネトンボ ウスバカマキリ タシマツルギアブ
ミネトワダカワゲラ ハマスズ オオチャバネセセリ
マツムラクサカゲロウ ヤマトマダラバッタ ヘリグロチャバネセセリ
ナガヒラタムシ ハウチワウンカ ウラギンスジヒョウモン
ハクサンクロナガオサムシ ハネナシアメンボ オオミスジ
タカバクロヒラタゴミムシ ヒメミズカマキリ
クロゲンゴロウ ミヤケミズムシ
オオチャイロハナムグリ ミゾナシミズムシ
アオマダラタマムシ オオウスバカゲロウ
ヒメボタル セアカオサムシ
ババジョウカイ クビボソコガシラミズムシ
ヌタッカゾウムシ ヒメコガシラミズムシ
エサキムカシハナバチ ルイスツブゲンゴロウ
カニギンモンアミカ（※カニアミカ） ミズスマシ
ニホンアミカモドキ ガムシ
ギフチョウ ツヤハマベエンマムシ
ホシチャバネセセリ ヒメハマベエンマムシ
オオムラサキ ミヤマツヤハダクワガタ
クモマベニヒカゲ コブナシコブスジコガネ
モンクロキイロナミシャク オオセンチコガネ
オオシモフリスズメ エサキキンヘリタマムシ
ハネナガモクメキリガ ヤマトヒメメダカカッコウムシ
ガマヨトウ クロズハマベゴミムシダマシ
オオチャバネヨトウ フタスジカタビロハナカミキリ
チャバネキボシアツバ トラフカミキリ
ヤクシマコブヒゲアツバ ニセリンゴカミキリ

情報不足 コマユバチ科の一種 ムスジイトトンボ ツヤネクイハムシ
24 ルリイロスカシクロバ クマコオロギ イネネクイハムシ

ハマベツチカメムシ ハクサンハバチ
エゾコセアカアメンボ アオスジクモバチ
オオグロツヤミズギワカメムシ ハクサンホシシリアゲ
コオナガミズスマシ タケウチケブカミバエ
クロアリヅカエンマムシ キイロミヤマイエバエ
チビクワガタ キバネクロバエ
セスジカクマグソコガネ ギンイチホンジセセリ
イソジョウカイモドキ ネズミホソバ
ガガブタネクイハムシ ヒメシロシタバ

地域個体群 コムラサキ(黒色型) ヤマトオサムシ ヘグラシモフリコメツキ
172 5 アルプスヤガ ヘグラカバイロコメツキ

カテゴリー外 コシボソヤンマ
3 クロチャマダラキリガ

マルミズムシ
※(  )内 前回掲載種名

カテゴリー外
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６．浅海域の生物 
 

 

＜海藻類＞ 
１ 石川県の海藻相 
 能登沿岸は、国内でも比較的早い時期に海藻相の研究が始まった地域として知られる。日本の海藻学の創始

者である岡村金太郎（1867年～1935年）が第四高等中学校在勤（1892年～1896年）中に「能州の海藻」と題し

た採集旅行記録（岡村 1893）を記している。岡村は、能登半島の海藻だけをまとめることはなかったが、集大

成の「日本海藻誌」（1936年）の産地欄には能登各地の地名が随所に記されている。 

 これまでに能登沿岸から報告された海藻は、緑藻41種、褐藻86種、紅藻187種の計314種である（藤田ら 1998）。

しかし、調査研究は充分とはいえず、能登町（旧内浦町）と輪島市（旧輪島市）からは、それぞれ200種を超え

る報告があるものの、他の市町では調査例が少なく、報告数も極めて少ない。 

 

２ 種の選定基準 
先に石川県の海藻の希少種・保護対象種として、ホソエガサなど緑藻2種、褐藻9種、紅藻7種の計18種をあ

げた。このうち、多くの市町から報告のあるスギモクなど4種と輪島市沿岸の潮間帯に優先するナラサモの計5

種は、今の所、絶滅の危機のない普通種と判断し、残り13種を希少種と評価した(表１、石川県 2000）。 

 

表1 希少種・保護対象種の選定項目 

地理的分布からみて特記される種 

（北限の種）   

ホソエガサ、フジノハズタ、シダモク、 

ツクシアマノリ、ススカケベニ 

地理的分布からみて特記される種 

（日本海固有の種） 

スギモク、カタノリ、ウスバノコギリモク、ウスイ

ロモク、ノトイトグサ、ホソナガベニハノリ 

全国的･国際的にみて、ある地域に限定されて分布する

特異な種 

ホソエガサ、ウスイロモク、マルバアサクサノリ 

全国的にみれば普通種であるが、石川県での分布が限定

されている種 

イシゲ、ヒジキ、シダモク、タマハハキモク、 

ウスバノコギリモク、ススカケベニ 

全国的にみれば希少種であるが、石川県には広く分布し

ている種 

ホソエガサ 

南方系または北方系だが石川県に広く分布している種 ホソエガサ 

基準産地が石川県内にある種 ホソナガベニハノリ（柴垣）、ノトイトグサ（柴垣） 

 

  前回も述べたが、リストアップした13種を生態分布からみると、いくつかのグループに分けられる。1．北限

の種：ホソエガサなど5種。2．特定の環境にしか生育しない種：貝類の遺骸堆積地に生育するホソエガサ、時々

砂をかぶるところに生育するウスイロモク、河口に隣接する砂地に形成される岩場に生育するマルバアサクサ

ノリ。3．漸深帯の深いところに生育する種：フジノハズタとウスバノコギリモク。4．普通は潮間帯に群落を

作る種：イシゲとヒジキ。の4グループである。 

これははからずも、本県沿岸の大きな環境特性を示している。つまり、1．から、対馬海流の影響を強く受

ける海域である。2．から能登沿岸には多様な環境がある。3．から漸深帯の深いところまで光合成に必要な光

が届いており、透明度のある沿岸水が保たれている。4．から干満の差が少なく潮間帯に生育する海藻は生活

し難い。以上のことがいえよう。 

今回の改訂にあたっては、潮間帯に生育し、比較的目立つヒジキの調査に重点をおき、県内の岩礁海岸を広
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く踏査した。その結果、13箇所でヒジキを確認した（東出ら 2004）。このうち、能登町新保、穴水町根木、

能登島町鰀目、七尾市庵、志賀町赤住（水産総合センター前）の5箇所でヒジキの群落を確認した。しかし、

いずれも新たに造成された離岸堤や護岸などの人口構造物に、他の海藻に先んじて入植した群落で、規模は幅

50cmから30mまでであった。その後は競合するウミトラノオやイソモクの入植によりヒジキの衰退は進行して

いる。なお、能登島町野崎の人工護岸の2mの群落は2007年には消失していた。このほか5箇所で人工構造物に

生育するヒジキを認めたが、1株から数株に過ぎない。 

人工構造物に入植したヒジキは、その後衰退していく傾向が強いため、絶滅危惧の判定材料に用いにくい。

今回はカテゴリーの変更は行わないこととし、今後、群落の衰退状況をよく観察した上で資料に加えるか否か

を決めたい。 

自然海岸に生育するヒジキは3箇所しかなく、この10年間、志賀町福浦の群落には、大きな変化は生じてい

ない。能登町姫の群落は縮小傾向、そして志賀町赤住（漁港前）には2株が生育しているに過ぎない。 

   

表2 海藻類選定種一覧 

区  分 海  藻  類 種類数等 

 絶滅  － － 

 絶滅危惧Ⅰ類  － － 

 絶滅危惧Ⅱ類  ヒジキ、マルバアサクサノリ 2 

 準絶滅危惧  ホソエガサ、イシゲ、シダモク、ホソナガベニハノリ、ノトイトグサ 5 

 情報不足  ウスバノコギリモク、タマハハキモク、ススカケベニ 3 

 地域個体群  フジノハズタ、ウスイロモク、ツクシアマノリ 3 

計 13 

 

（佐野 修） 
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＜魚類・無脊椎動物＞ 
１ 石川県の魚類・無脊椎動物相 
ここで言う浅海とは、海岸に沿って海水や波浪の影響を受ける潮上帯（飛沫帯)の海岸から、素潜りやスキ
ューバー潜水によって比較的容易に観察できる水深 20m 付近までの範囲を総称的に用いた。そのために、日
本海固有種であるオオエッチュウバイなどが生育している深海性の動物は対象から除外した。 
潮の干満の影響を受ける海岸といっても、基質の違いによって砂泥海岸（干潟を含む）、ごろた石（礫）海
岸、巨礫転石海岸、岩礁海岸に区別できる。しかし、日本海沿岸の潮位は、冬から春にかけては全体に低く
なる非調和型の潮汐変動を示すとはいえ、年間を通じた毎日の干満差は、たかだか30cm程しかない。そのた
め、太平洋や東シナ海などの内湾に見られるような干潟の形成はなく、干潟特有の動物は極めて少ないのが
特徴である。 
また、日本海を北上し、その主流は津軽海峡を通って三陸沿岸へと南下する対馬海流の源は、暖流の黒潮
である。この黒潮は、太平洋側では北から南下する寒流の親潮と銚子沖で出会うために、そこを境として海
産の動物相は異なる。一方、本州の日本海側を北上する対馬海流が寒流と出会う海域はないので、太平洋側
と同じ緯度の浅海域と比べても海水の温度は高く、南方系と北方系の動植物相の境界は顕著でない。また、
タコブネ・ハリセンボン・ソラスズメダイ・オヤビッチャ・セグロウミヘビなどの熱帯・亜熱帯海域由来の
動物が対馬海流に乗って日本海にやって来る。しかし、日本海の表面海水の温度は冬になれば低下するので、
これらの南方系の動物は、そこで周年生活し産卵して子孫を残す前に死んでしまう。このような現象を無効
分散（死滅回遊）といい、冬の日本海で毎年繰り返される出来事である。このように同じ浅海といっても、
日本海の環境は太平洋などのそれとは異質なものがあり、動物相、水平・垂直的な分布域、生息密度などの
違いに反映される。 
 

２ 種の選定基準 
IUCN（国際自然保護連合）の絶滅のおそれのある生物に関するレッドリストカテゴリーの基準を踏まえて、
環境庁（当時）が日本の生物のリストの作成を行い「日本の絶滅のおそれのある野生生物」（1991）を出版し
た。その後も逐次見直しが行われ、2007（平成19）年8月までに新レッドリストが公表された。しかしなが
ら、その主な対象は陸上と陸水の生物であり、ウミガメ類と海草類を除いた海産の生物群について、国レベ
ルのカテゴリー区分に基づいた希少種の正式なリストはない。一方、沖縄県や千葉県、岡山県など、地方自
治体が独自に海産動物を希少種としてレッドリスト等に取り上げる事例が増えつつある。 
言うまでもないことであるが、生物はそれぞれの環境に応じて地域的に分布している。連続的に分布して
いるものがある一方、不連続的に、それも飛び地のように極めて限定した場所に分布しているものもいる。
また、太平洋側では普通種であっても、日本海側、さらに石川県では希少なものや、その反対に全国的にみ
れば希少だが、石川県では普通にみられるものもある。さらに、本来の分布域が人為的な環境かく乱によっ
て生息域が限定されたり、絶滅してしまう危機にさらされるほうが高くなっている場合がある。しかし、陸
上の生物に比べて定性・定量的な調査研究の蓄積が十分でない海産の生物について希少種を選定し、ランク
付けするための基準をどこに設定したら良いのかを検討すべき問題が多く残されている。 
このような事情が多くあることを承知の上で、石川県の浅海域の動物の現在の生息状況を検討し、希少種
の中でも代表的といわれるものを中心にカテゴリーの定義に基づいてランク別にまとめた。 
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表3 希少種・保護対象種の選定項目 

地理的分布からみて特記される種 
（北限の種） 

キクメイシモドキ（群生）、マクラガイ、 
ナメクジウオ、イチモンジハゼ 

地理的分布からみて特記される種 
（日本固有であるが、能登半島を中心に分布している種） 

ムツサンゴ、ツクモジュズサンゴ 

地理的分布からみて特記される種 
（国際的にみて、ある地域に限定して分布している種） 

マシコヒゲムシ 

全国的にみれば普通種であるが、石川県での分布が限定
している種 

タマカイメン、クロガヤ、ウミイチゴ、ウミサボテン、
ホソウミエラ、フトウミエラ、ウメボシイソギンチャ
ク、ムラサキハナギンチャク、アンズイソギンチャク、
グビジンイソギンチャク、ホウキムシ、アマガイ、シ
ロカラマツガイ、ヤカドツノガイ、ツノガイ、ロウソ
クツノガイ、ハボウキガイ、ベニガイ、バラフマテガ
イ、オトヒメゴカイ、ヤツデスナヒトデ、ユウレイボ
ヤ、カタユウレイボヤ、アカハゼ 

全国的にみれば希少種だが、石川県に多くみられる種 ウミニナ 

南方系だが、石川県に広く分布している種 チャイロキヌタ、メダカラ 

 
なお、レッドリストの脊椎動物については、周年生育しているとともに産卵して子孫を残している、また
は、その可能性が高い魚類を対象とした。そのために、一時的に回遊してくるウミガメ類（ただし、県内で
産卵・孵化の記録があるアカウミガメは、両生・爬虫類に掲載）、クジラ、オットセイ、海鳥の仲間や、無効
分散する魚介類などは、取り上げなかった。 
今回の改訂に当たり、日本海にも分布することが明らかとなったワダツミギボシムシを地域個体群として
追加した。本種は当初、能登町の小浦と姫の海岸で見つかったが（坂井ほか 2001）、その後の調査で九十九
湾周辺や恋路海岸、そして志賀町の増穂ヶ浦でも生息することが明らかとなった。一方、能登町の九十九湾
にだけ生息するマシコヒゲムシは、原記載では有鬚動物門に分類されていたが、近年の研究により環形動物
門に再分類され、また、生理学的特徴も明らかになっている（Sasayama et al. 2003）。このため、情報不足
から地域個体群のカテゴリーに移した。前回、和名をサクラゴカイ（仮称）とした記載には、明らかにサク
ラオフェリアとエゾオフェリアの2種が含まれることが分かったので、前者を削除して後2者を記載した。
なお、サクラオフェリアは白山市、エゾオフェリアはかほく市から志賀町の砂浜海岸だけで見つかっている
ため、地域個体群として扱った（川原ほか 2007; 坂井恵一 2008）。 
前回は準絶滅危惧種に分類されたメダカラとマクラガイ、そしてグビジンイソギンチャクの 3 種は、当地
域が分布のほぼ北限に当たるが、その生息数は少なくないことが明らかとなったため、アンズイソギンチャ
ク（カワリギンチャクを修正）は長崎県や瀬戸内海にも分布するが（内田・楚山勇 2001）、日本海における
分布地は本県能登町の九十九湾と七尾市百海に限られていることから地域個体群に変更した。また、前回は
準絶滅危惧種とされたチャイロキヌタ、ウミサボテン、ホソウミエラ、そしてフトウミエラの 4 種は生息場
所や個体数に関する資料が極めて少なかったので、情報不足に移した。 
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表4 魚類・無脊椎動物選定種一覧 

区分 無脊椎動物 種類数等 魚類 種類数等 

絶滅 － － － － 

絶滅危惧Ⅰ類 － － － － 

絶滅危惧Ⅱ類 － － － － 

準絶滅危惧 キクメイシモドキ､ムツサンゴ 2 －  

情報不足 タマカイメン､ウミサボテン､ホソウミ
エラ､フトウミエラ、チャイロキヌタ、
ハボウキガイ､コシダカウニ、オトヒメ
ゴカイ､カタユウレイボヤ、ナメクジウ
オ 

10 アカハゼ 1 

地域個体群 ツクモジュズサンゴ､シオガマサンゴ､
アンズイソギンチャク､グビジンイソ
ギンチャク、アマガイ､メダカラ､マク
ラガイ、マシコヒゲムシ、サクラオフ
ェリア、エゾオフェリア､ミサキギボシ
ムシ､ワダツミボシムシ 

12 イチモンジハゼ 1 

 計 24 計 2 

 
（坂井 恵一）

－325－



 

新旧対応表 
 

前回 37

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外

0 0 2 15 11 9 3

今 絶滅

回 0

絶滅危惧Ⅰ類

0

絶滅危惧Ⅱ類 ヒジキ

2 マルバアサクサノリ

準絶滅危惧 ホソエガサ

7 イシゲ

シダモク

ホソナガベニハノリ

ノトイトグサ

キクメイシモドキ

ムツサンゴ

情報不足 ウミサボテン ウスバノコギリモク

14 ホソウミエラ タマハハキモク

フトウミエラ ススカケベニ

チャイロキヌタ タマカイメン

ハボウキガイ

コシダカウニ

オトヒメゴカイ

カタユウレイボヤ

ナメクジウオ

アカハゼ

地域個体群 アンズイソギンチャク マシコヒゲムシ フジノハズタ ワダツミギボシムシ

16 グビジンイソギンチャク ウスイロモク サクラオフェリア(※サクラゴカイ(仮称))

メダカラ ツクシアマノリ エゾオフェリア(※サクラゴカイ(仮称))

マクラガイ シオガマサンゴ

ツクモジュズサンゴ

アマガイ

ミサキギボシムシ

39 イチモンジハゼ

カテゴリー外 サクラゴカイ(仮称)

1

※(  )内 前回掲載種名
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７．陸産貝類 
 
 
１ 石川県の陸産貝類相 
 軟体動物マキガイ綱は、陸産種と水産種を含み、また陸域と水域の境界線である水際を主な生息場所と
する種もいる。ここでは、通常は水域から離れて陸上を主な生息環境とする種や、水際に生息するもので
主に水面より高い位置に生息する種を陸産貝類とした。水際に生息する種の中には海浜性の種や汽水域潮
上帯の種も含まれる。 
 論文や調査報告書における記載に基づくと、これまでに石川県内において生息が確認されている陸産貝
類は110種程度である。この中には採集時期が明らかでないものや再検討が必要なものもいくつか含まれ
ており、記載された全ての種が現在の石川県に生息しているとはいえない。一方、筆者らは最近の比較的
短期間の調査で、数種の県内未記載種を確認している。まだ生息が確認されていない多くの陸産貝類が石
川県には存在するものと考えられ、おそらく100種を超える陸産貝類が生息しているであろう。 
 原生自然を残す山岳と植生の豊かな丘陵、平野部の湿地や潟、岩礁海岸や内湾を伴う長い海岸線および
島嶼など、石川県には多様な陸産貝類の生息環境が存在しており、それを反映して深山に生息するクロイ
ワマイマイやミヤマヒダリマキマイマイなどの大型種やキセルガイ類、丘陵地に多産するノトマイマイや
ベッコウマイマイ科、ニッポンマイマイ科の中～小型種、人工林や広葉樹林に広くみられるケシガイ類や
ゴマガイ類などの微小種、低湿地にみられるナガオカモノアラガイやヒメオカモノアラガイ、海岸線に分
布するサツマクリイロカワザンショウ類やヘソカドガイなど、多様な種が確認される。 
 能登における構成種の特徴は、海浜性貝類が豊富であること、海岸の照葉樹林に稀種を伴う樹林性から
半地中性の陸産貝類相がみられること、点在するブナ原生林において山地性の種が特異的にみられること
が挙げられる。一方、加賀では、里地や低山に普遍的にみられる種群が多いことに加え、白山山系を背景
とした山地性種群が豊富であることが挙げられる。 
 石川県における固有種としては、舳倉島のみにみられるヘグラマイマイと、白山の高度 2,350～2,400m
で確認されているハクサンケマイマイが挙げられる。 
 
２ 選定にあたって 
 石川県における陸・淡水産貝類の研究は多くの都道府県と比較して遅れている。例えば2002年にまとめ
られた環境省の生物多様性調査の陸産貝類・淡水産貝類調査において、石川県から収集された生息情報は
陸・淡水産貝類あわせて354件で、全国平均の約9％、27都道府県中26番目の低さとなっている。ちなみ
に県境を接する福井県は4,861件、富山県は447件、岐阜県は4,688件となっており、地域的に陸・淡水
産貝類が少ないものではなく、情報が不足していることがわかる。 
 石川県のリッドリストをまとめるにあたっては、これまでの情報の蓄積が不足している状況の中で、既
存の情報収集とともに、筆者らにより実施された現地調査により情報を補った。調査により、これまで石
川県内で未記載のものも確認され、石川県における陸産貝類の生息状況の現状を大まかに知ることができ
た。その結果、2000年に刊行された「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」においては、陸・淡
水産貝類としては、ヘグラマイマイ一種のみが選定されただけであったが、今回の改訂においては、陸産
貝類と淡水産貝類はそれぞれ独立の分類群として扱い、陸貝においてはヘグラマイマイを含む38種を選定
した。 
 ところで陸産貝類や淡水産貝類といったカテゴリーは、生息場所に基づいた便宜的な分類であり、必ず
しも系統分類学的な観点から分けられるものではない。また、水際を住みかとする貝類については陸生と
水生との区別が困難なものもあり、都道府県のレッドリストにおいてもどちらに扱うかは、種によってま
ちまちである。今回は、概ね2002年の環境省生物多様性調査の陸産貝類・淡水産貝類調査の分類に従って、
陸産貝類と淡水産貝類を振り分けている。ただし、一部例外もあり、選定種のリストを確認する上では、
淡水産貝類の章も参照いただきたい。 
 選定にあたっては、筆者らにおいて近年採集された種を中心に扱い、補足的に文献による記載を参照し
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た。文献により記載事項が不十分なものや、文献中に採集場所等の十分な裏付けがないものは除外した。
また、文献の著者への問い合わせや情報収集が不十分なことから、選定において参照できなかった情報が
あるものと思われる。次回の改訂においては、詳細な情報の収集と精査が求められる。 
 現地調査における知見や既存情報が十分でないことから、生息がきわめて限定されると予想される種に
おいても、準絶滅危惧や情報不足とした種もあり、今後の情報の集積により選定ランクの見直しを図らな
ければならない種もあるものと思われる。 
 
３ 陸産貝類選定種とその概要 
 今回の選定種の一覧は表の通りとなっている。表の和名と並び順、また本文中の学名は、概ね環境省の
日本産野生生物目録（1998）に従っている。 
 選定された37種のうち絶滅危惧Ⅰ類には、クビキレガイモドキを選定した。本種は、石川県の他には青
森県と北海道のみに生息が知られる種である。石川県においては1969年以来、確認情報がなかったが、今
回筆者らにより七尾南湾における生息が確認された。海岸の特殊な環境に生息し、岩礁の崖となっている
場所を除いて、ほとんどの海岸に護岸が施されている七尾南湾において、生息環境はきわめて限られてお
り、石川県においては、もっとも絶滅が危惧される海浜性貝類である。 
 絶滅危惧Ⅱ類には、海浜性の貝類から2種、山地性の種より5種を選定した。ヤマトクビキレガイ、オ
オウスイロヘソカドガイとも岩礁性海岸の飛沫帯に生息する種であるが、それぞれ生息場所が限られてお
り、また多産はしない。海岸の護岸工事やその他の開発によって容易に消滅してしまう種である。ココロ
マイマイ、オオミケマイマイは丘陵地から山岳に生息する種であり、生息分布は比較的広いが産地におい
て多産することはない。また開発が進んだ場所においては確認されない。環境変化には脆弱な種であると
考えられる。トノサマギセル、ハクサンマイマイ、ミヤマヒダリマキマイマイは山地から奥山に生息する
種であり、いずれも稀種である。詳細な生息状況は不明であるが、生息分布が狭い可能性があり、一つの
生息地が消滅すると種全体への影響が大きいものと考えられる。 
 準絶滅危惧には、県内における生息地点の情報が少ない種、または環境省レッドリストに選定される種
の中で県内に分布する種より24種を選定した。構成は、海浜性種から1種、低湿地の水際に生息する種か
ら1種、里地から山地に生息する種から22種となっている。 
 情報不足に選定した5種は、過去に県内において記録がある種で現状が不明の種及び、分類学的に検討
が求められる種を選定している。 
 最後に、今回の選定からは除外したが、最近の確認記録のあるもので注目すべき種について述べる。 
 カンムリケマイマイAegista Kanmuriyamensisに酷似する種が金沢市近郊の丘陵から確認されている。
カンムリケマイマイは、福井県、岐阜県県境の山岳地帯の極めて限定された地域に分布するとされる種で
ある。また、2005年発行の環境省レッドデータブックでは、分類学的再検討を要する種とされ情報不足に
選定されたが、2007年の見直しにおいてはランク外となっている。石川県で確認された類似種の生息条件
は不明であるが、これまでに知られているカンムリケマイマイの生息条件とは異なっている。 
 イボイボナメクジGranulilimax fuscicornisと思われる種が金沢市の丘陵地から確認されている。イボ
イボナメクジは1989年に新種記載された種であるが、十分に研究が進んでおらず、分布の詳細が不明であ
ることから、今回の選定からは除外した。ただし、原記載にいずれの産地でも複数個体が採集されること
は困難とかかれているように、稀種であることは確実である。 
 
４ 付記 
 今回、陸産貝類のレッドリストの選定を高橋が担当したが、最近の生息情報の収集、標本の作成および
同定においては、新潟水族館の野村卓之氏による多大な貢献があった。また種の選定と原稿のとりまとめ
にあたっても示唆を賜ったことを付記しておく。 
 

（高橋 久） 
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新旧対応表 
 

前回 1

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外

0 0 0 1 0 0 36

今 絶滅

回 0

絶滅危惧Ⅰ類 クビキレガイモドキ

1

絶滅危惧Ⅱ類 ヤマトクビキレガイ

7 オオウスイロヘソカドガイ

トノサマギセル

ココロマイマイ

オオミケマイマイ

ハクサンマイマイ

ミヤマヒダリマキマイマイ

準絶滅危惧 ヘグラマイマイ※ イツマデガイ

24 ナガオカモノアラガイ

オオタキコギセル

ナミコギセル

コンボウギセル

オクガタギセル

ハゲギセル

オオコウラナメクジ

ヤマコウラナメクジ

ヒラベッコウガイ

クリイロベッコウ

カズマキベッコウ

キヌツヤベッコウ

ヒメハリマキビ

スジキビ

オオウエキビ

ヒメカサキビ

エチゼンビロウドマイマイ

ケハダビロウドマイマイ

コシタカコベソマイマイ

コベソマイマイ

ヤマタカマイマイ

タワラガイ

情報不足 サツマクリイロカワザンショウ類の一種

5 ナガナタネガイ

ミドリベッコウ

ハクサンベッコウ

ハクサンマイマイ

地域個体群

37 0

カテゴリー外

0

※前回 その他の動物に分類  
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８．淡水産貝類 
 
 

１ 石川県の淡水産貝類相 
淡水産貝類（汽水産の種を含む）の国内生息種数については、環境省の種の多様性調査（動物分布調査）
における対象種一覧（環境省 2002）には 215 種（亜種を含む）があげられている。そのうち、2007 年に
改訂された国の貝類レッドリストでは96種がリストアップされている。 
先の「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2000」においては、淡水産貝類は独立の項目としてとり
上げられておらず、また当時の「その他の動物分野」の項（同書146～147ページを参照）においても選定
種は皆無であった。これには、以下の理由があげられている。 
①県内全域の状況を把握するにはまだ情報が不十分で、特に個体数の少ない種の県内分布がよくわかって
いない。 
②選定対象として検討すべきものがあるが（例えば、カラスガイ）、過去の文献に記載されている場所の
位置が不明である。 
 
 今回の「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009」の改訂作業の中で、現地調査を進め、最近の分
布情報と過去の文献情報を整理した。その中には、高橋 久氏を中心に行われた河北潟周辺の外来種を含む
貝類調査（野村・高橋 2006）や筆者によるイシガイ類調査（石原 2008，2009）の記録が含まれる。暫定
的ではあるが、石川県に生息する淡水産貝類を整理したところ表1に示す44種があげられた。 
 ここでは、淡水産貝類には環境省（2002）の陸産及び淡水産貝類の対象種一覧に従い、汽水産貝類とし
て扱われたものも含めている。したがって、本項でとり上げる貝類には、以下のものが含まれることにな
る。 
①水路、溜池、湖沼に生息するカワニナ、タニシ類、イシガイ類 
②河川渓流域の飛沫帯に生息するニクイロシブキツボ、ナタネミズツボ 
③河川の河口近くの汽水域で見られるイシマキガイ、カワザンショウガイ、ウミニナ類 
 
 北陸地方では、富山県で約30種、福井県で40種の淡水産貝類が記録されているので、ようやく石川県
においても同程度に淡水産貝類相が判明したと言える。まず、イシガイ類（カワシンジュガイ科とイシガ
イ科）の知見が飛躍的に増加した。イシガイ類は黒色の殻を持つ二枚貝であるため、一般には「カラスガ
イ」や「タガイ（タンガイ）」などと通称されるが、石川県には少なくとも10種のイシガイ類が生息する
ことが判明した。能登地方では氷河期の遺存種であるカワシンジュガイが現存することが判明した。柴山
潟や邑知潟では、特に周辺の水路にイシガイ類の多産する場所があることが判明した。特に、邑知潟では
カラスガイやカタハガイを含む5種ものイシガイ類が見られ、北陸有数のイシガイ類の多様性が高い場所
として評価される。 
 地理的分布では、能登地方で見られるナタネミズツボが国内では他に、佐渡島に分布することが注目さ
れる。イシガイ類のカタハガイは主に西日本に分布することから、県内の個体群は東限（北限）のものと
して貴重である。 
 一方で、多くの外来種が既に石川県内に侵入していることが判明した。巻貝類ではサカマキガイ以外に
コモチカワツボ、ハブタエモノアラガイ、インドヒラマキガイ、二枚貝類ではタイワンシジミ、カワヒバ
リガイ、コウロエンカワヒバリガイが外来種である。中でも、カワヒバリガイは外来生物法（特定外来生
物による生態系等に係る被害の防止に関する法律）で特定外来生物に指定されている。 
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表1 石川県の淡水産貝類リスト 

科 名 種 名 （ 和 名 ） 

アマオブネ科  イシマキガイ 

タニシ科  マルタニシ、オオタニシ、ヒメタニシ 

イツマデガイ科  ニクイロシブキツボ、ナタネミズツボ 

ミズツボ科  ホソミジンツボ、コモチカワツボ 

ミズゴマツボ科 ミズゴマツボ 

カワザンショウガイ科  カワザンショウガイ 

カワニナ科 カワニナ、チリメンカワニナ 

ウミニナ科 ウミニナ、ホソウミニナ 

サカマキガイ科 サカマキガイ 

モノアラガイ科  ヒメモノアラガイ、モノアラガイ、ハブタエモノアラガイ 

ヒラマキガイ科 カワネジガイ、ヒダリマキモノアラガイ、クロヒラマキガイ、ヒラマキ
ミズマイマイの一種、ヒラマキガイモドキ、インドヒラマキガイ、ヒラ
マキガイ科の一種（Menetus属の一種） 

カワコザラガイ科  カワコザラガイ、コビトノボウシザラガイ 

イガイ科  カワヒバリガイ、コウロエンカワヒバリガイ 

カワシンジュガイ科 カワシンジュガイ 

イシガイ科 ドブガイ（※）、フネドブガイ、マルドブガイ、カラスガイ、マツカサ
ガイ、ヨコハマシジラガイ、カタハガイ、イシガイ、オバエボシガイ 

シジミ科 ヤマトシジミ、マシジミ、タイワンシジミ 

マメシジミ科  フクイマメシジミ 

ドブシジミ科 ドブシジミ 

※ ヌマガイとタガイを含む。 

 

２ 種の選定基準 
今回「いしかわレッドデータブック〈動物編〉2009」の改訂版で新たに淡水産貝類のリスト種を選定す
るにあたり、主として国の改訂版・貝類レッドリスト（2007）を参考としたが、選定基準は以下に拠った。 
絶滅危惧Ⅰ類にランクされた種のうち、カワネジガイとヒダリマキモノアラガイの2種については、県
内でも十分な調査が行われたと言い難いが、国内ではほぼ絶滅状態にある。ナタネミズツボ、カワシンジ
ュガイ、カタハガイについては、国内分布を考慮して絶滅危惧Ⅰ類にランクした。カタハガイについては
他の4種に比べると生息個体数はやや多いと考えられるが、水路という改変されやすい環境に生息するの
で、絶滅危惧Ⅰ類にランクした。 
 
（選定基準） 
a.改訂版・貝類レッドリスト（2007）の掲載種で、国内における地理的分布を考慮して分布の境界域に
あたる種についてはランクを高めに設定した。 
b.石川県では比較的普通種と考えられる種はとり上げなかった。 
例、マルタニシ、オオタニシ、モノアラガイ。 

c.移入種はとり上げなかった。例、マルドブガイ。 
d.同定上の問題のある種は保留した。 
例、ヒラマキミズマイマイ（類似の在来種がいる可能性がある：ヒメヒラマキミズマイマイ）、ホ
ソミジンツボ。 

 
 この結果、表2に示す18種が今回の改訂版にランクされた。種数では、石川県産淡水貝類の約4割にあ
たる結果となった。生息情報が不足する部分が多いため、今後の調査が求められる。特に、潟湖の調査で

－407－



は周辺の水路で調査が進んだが、潟の本体では調査が困難なこともあり、十分な調査が行われていない。
カワシンジュガイについては、県内における分布状況を精査し、地理的遺伝変異の情報も含めて県内にお
ける現状を早急に把握する必要がある。今後、県の希少野生動植物種としての指定も視野に入れたい。 
新たな生息情報が得られた場合には、自然保護課または筆者に寄せられるように望みたい。 
 
表2 淡水産貝類選定種一覧 

区 分 淡 水 産 貝 類 種類数 

絶滅 － － 

絶滅危惧Ⅰ類 ナタネミズツボ、カワネジガイ、ヒダリマキモノアラガイ、カワシンジ
ュガイ、カタハガイ 

5 

絶滅危惧Ⅱ類  カラスガイ、ヨコハマシジラガイ 2 

準絶滅危惧  イシマキガイ、ニクイロシブキツボ、カワザンショウガイ、ウミニナ、
マツカサガイ、イシガイ、マシジミ 

7 

情報不足 ヒラマキガイモドキ、ホソウミニナ、オバエボシガイ、ヤマトシジミ 4 

地域個体群 － － 

計 18 
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－408－



新旧対応表 
 

前回 0

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外

0 0 0 0 0 0 18

今 絶滅

回 0

絶滅危惧Ⅰ類 ナタネミズツボ

5 カワネジガイ

ヒダリマキモノアラガイ

カワシンジュガイ

カタハガイ

絶滅危惧Ⅱ類 カラスガイ

2 ヨコハマシジラガイ

準絶滅危惧 イシマキガイ

7 ニクイロシブキツボ

カワザンショウガイ

ウミニナ

マツカサガイ

イシガイ

マシジミ

情報不足 ヒラマキガイモドキ

4 ホソウミニナ

オバエボシガイ

ヤマトシジミ

地域個体群

18 0

カテゴリー外

0
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９．その他の動物 
 
 
 本県レッドデータブックの前版までは「その他の動物」の項で陸産･淡水産貝類と真正クモ類を取り上げ
ていたが、本改訂版では陸産・淡水産貝類を独立項目として本項から分離させた。そして本項では残った
クモ類（節足動物門クモ形綱）に加えて新たなレッド種を含むミミズ類（環形動物門ミミズ綱）を取り扱
う。 
 
１ 石川県のクモ類相 
 石川県のクモ類相は2008年までに352種がその分布を公表されており（新海・安藤・谷川 2008）、その
ほかに未公表の既知種が50種ほどあるから400種ほどが判明していることになる。本州でクモ類相がもっ
とも解明されている数都府県の種数はいずれも500種を少し越えているから、石川県でもそれくらいの種
数が生息していると思われる。また白山のクモ分布は全国の高山帯を有する山地の中ではもっとも調査が
進んでいる山地であって、標高別分布が詳しく分析されている（徳本 2006）。従って本県のクモ相解明の
レベルは十分というにはまだ遠いものの、全国的にみれば進んでいるほうであり、クモ相構成の概観は把
握可能なので、それをもとにして以下の記述を行う。 
 本県全域内のクモの種構成について徳本（1990）は日本固有種および中国東部・韓国分布種、世界広域
分布種を併せたものが85％を占め、それに旧北区・全北区系を併せた北方系が12％、南方系といわれる東
洋区系が 3％含まれており、典型的な日本中部温暖帯性クモ相であるとしたが、その状況は現在も変わっ
ていない。加賀地域は高い山がない能登地域に比べると高山帯をもつ白山（2,702m）山系を域内にもつの
でクモ相はより豊かになるが、基本的には能登地域と大きく変わることはない。ただ、能登地域は加賀地
域に比べるとクモ相の調査はかなり遅れている。能登地域では近年、日本国内の他地域で消滅またはそれ
に近い状態になっている昆虫が現在も多数生息している箇所があることが明らかになってきている。クモ
においても同様なことが見られる可能性があるので、今後の調査が必要である。なお、当然のことである
が白山国立公園地域は標高が高いのでそこ以外の本県内地域よりクモ相にふくまれる北方系要素の率が高
い。 
 石川県が本州日本海側での分布北限となっているクモは 2008 年現在ではマルゴミグモ以外には知られ
ていない。しかし2000年ごろには本県が日本海側の分布北限であったキシノウエトタテグモやキノボリト
タテグモの分布北限が2008年現在では新潟県に変わっているように、マルゴミグモも今後の調査の進展に
よって北限が北の県に移るかもしれない。これに対して本県が分布西限となっている種は9種あり（徳本 
2006）、比較的多いが、これらの大部分の種は今後の調査の進展によっても分布限界県が本県より西に移る
可能性が低い。これは白山がわが国で高山帯をもつ山の西限であり、本県より西には高山帯をもつ山地が
存在しないからである。白山の高山帯にはヤスダサラグモ、クロヒザグモのようにヨーロッパやシベリア
から北海道にかけて分布している種が生息していたり、エゾハリゲコモリグモのように北海道と青森県、
秋田県だけにしか分布を知られていない種が白山ではブナ帯上部に分布していたりするというような型の
分布を示し、わが国北部での分布地と白山との間の分布知見がまったくなかったり、わずかしかないとい
った種が多い。これらのことはわが国の高標高地のクモ分布調査が遅れていることを象徴するもので、こ
のことを明らかにしたのは白山のクモ調査が挙げた功績ともいえよう。 
 なお、近年、本県において北方系と思われる海浜性種イソコモリグモの本県内における生息状態の歴史
的推移ならびに生態解明が詳しく行われ、それにもとづいてこのクモの保護対策の検討が進められた。そ
してその成果は現在、環境省のレッド種となっている本種に対する保全対策の指針となって、現在、全国
的な本種保全活動が推進されている。 
 本県レッド種クモとしては環境省レッド種クモと同じくキシノウエトタテグモ、キノボリトタテグモ、
ワスレナグモ、イソコモリグモの4種をあげることにした。 
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２ 石川県のミミズ類相 
 ミミズ類は土壌動物の代表的一群で、土壌中で植物遺体などやそれらの分解物を土壌と共に食物として
摂取、消化し、多量の糞便を排出するという生活をしており、これが非水溶性高分子物質を水溶性低分子
物質に変えることになって、土壌の肥沃化に大きな貢献をしていることは有名である。しかし、この動物
群の分類学的研究はわが国ではこれまであまり進んでいなかったが、近年はかなりの種数が同定可能にな
ってきた。しかし、本県ではこの動物群の研究はこれまでほとんど行われていない。ところが、その例外
的存在がハッタミミズという日本一長いミミズで、これが河北潟周辺、特に往時の河北郡八田村付近に高
密度に生息することが1920年代に行われた石川県天然記念物調査の過程で明らかにされた。 
 他の土地では見られないこの変わったミミズの正体について研究を依頼された当時の東北帝国大学教授
畑井新喜司博士は1931年にこれを新種として記載し、和名をハッタミミズと名づけた。そしてこのミミズ
の属するDrawida属は東南アジア方面に多いこと、八田村という狭い区域にだけ高密度で生息すること、
また、このミミズにまつわる土地の伝説から推定すると、突然この地に出現したとも思われることから、
徳川時代の加賀藩の豪商であった銭屋五兵衛が南方との密貿易の際に持ち込んだ植物の根部土壌に付いて
持ち込まれたのでないか、との説を述べたので、学界でも著名なミミズとなって現在に至っている。 
 本種はそれ以来、長らく日本国内のどこからも見つからなかったが、近年、琵琶湖周辺の数箇所にも生
息することが判明し、本種の日本への分布由来についての研究も始められた。それによるとこのミミズの
属するジュズイミミズ科（数珠状の胃をもつのが特徴）はミミズ類の中でも地球上での発生がもっとも古
いグループで、現在のDrawida属の地球上での分布も東南アジアの熱帯だけではなく、中国東北地方にま
で及んでおり、日本国内にもハッタミミズとは別種のジュズイミミズが本州の東北地方などに生息するこ
とが分かってきた。このようなことからハッタミミズは南方からの人為的移入種ではなく、日本本土がま
だ古いアジア大陸から分離する以前からそこに生息していたジュズイミミズが、分離した日本列島にも持
ち込まれ、それが先祖となって現存のハッタミミズが生じてきた可能性が高いと見られている。石川･滋賀
両県のハッタミミズのDNA分析も進んでおり、その結果が本種の地史的由来を明らかにしてくれるであろ
う。従って本種は億年単位の古い型の生物の生き残り的存在で、他の動物でいえばオオサンショウウオ、
ムカシトンボ、シーラカンスのような生きた化石の一つともいえるかもしれない。 
 また、滋賀県と石川県のハッタミミズは同種ではあるが、遺伝子型が若干異なる可能性も高く、そうと
なれば現在は地方型も種多様性維持を進めてゆく上で、重要な保護対象と考えられているから、この狭い
範囲にしかいないハッタミミズの個体群維持をはかることは重要課題となる。 
 ところがレッドデータブックの本種評価記述書に記したように、本種は半湿田的環境を好み、このよう
な水田は現在の大型耕運機を駆使する稲作には向いていない。そのためこのような水田はこれまで客土に
よって乾田化がはかられてきたが、この工事を実施すると本種が激減することが分かっている。本種現存
地域の水田でこれまでにまったく客土をしなかった水田はほとんど存在しないから、現在は本種が辛うじ
て生き残っている水田が散在するというのが実情で、そのような水田でさえその存在範囲がきわめて狭い。 
 そしてこのような過去に客土された水田でも本種が残っている水田は、比較的湿りけの程度が高いとい
う特徴がある。またこのような湿地帯の水田を客土した場合、年数が経過すると地盤が徐々に下がるので、
さらに厚く客土する作業も行われ、このような追加工事がおこなわれると本種は完全に消滅する。 
 水田という耕作形態は人為による絶えざる維持作業によってのみ存続が可能となるが、これと本種の生
存環境維持とをどのように並立させるかが今後の大きな課題である。 
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その他の動物選定種一覧 
区  分 クモ類 種類数 ミミズ類 種類数 

絶滅 － － － － 

絶滅危惧Ⅰ類 － － ハッタジュズイミミズ 1 

絶滅危惧Ⅱ類 イソコモリグモ 1 － － 

準絶滅危惧 キシノウエトタテグモ、キノボリトタテグモ、
ワスレナグモ 3 － － 

情報不足 － － － － 

地域個体群 － － － － 

計 4 計 1 

 
（徳本 洋）
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新旧対応表 
 

前回 3

絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 情報不足 地域個体群 カテゴリー外

0 0 1 2 0 0 2

今 絶滅

回 0

絶滅危惧Ⅰ類 ハッタジュズイミミズ

1

絶滅危惧Ⅱ類 イソコモリグモ

1

準絶滅危惧 キシノウエトタテグモ ワスレナグモ

3 キノボリトタテグモ

情報不足

0

地域個体群

5 0

カテゴリー外

0

※ヘグラマイマイは、陸産貝類に分類  
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引 用 文 献 ・ 参 考 文 献 

 

 本レッドデータブックの作成に際し、各分野の冒頭概論中の引用文献及び各分野に関する参考文献を掲

載する。 
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６ 昆虫類 
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７ 浅海域の生物 
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索   引 

ウミサボテン 340

ウミスズメ 99

アオサナエ 192 ウミニナ 420

アオスジクモバチ 307 ウラギンスジヒョウモン 281

アオバズク 76 エサキアメンボ 161

アオマダラタマムシ 260 エサキキンヘリタマムシ 261

アオモンギンセダカモクメ 190 エサキムカシハナバチ 273

アカウミガメ 120 エゾエンマコオロギ 197

アカザ 132 エゾオフェリア 362

アカショウビン 78 エゾコセアカアメンボ 295

アカハゼ 349 エチゼンビロウドマイマイ 395

アカマダラハナムグリ 208 オオウエキビ 393

アカモズ 63 オオウスイロヘソカドガイ 371

アサマシジミ 220 オオウスバカゲロウ 243

アジメドジョウ 134 オオカミ 18

アズミトガリネズミ 24 オオクロツヤミズギワカメムシ 296

アベサンショウウオ 118 オオクワガタ 179

アマガイ 357 オオコウラナメクジ 385

アルプスヤガ 320 オオゴキブリ 195

アンズイソギンチャク 355 オオコノハズク 108

イカリモンハンミョウ 165 オオジシギ 106

イカルチドリ 72 オオシモフリスズメ 286

イシガイ 422 オオセンチコガネ 258

イシゲ 330 オオタカ 70

イシマキガイ 417 オオタキコギセル 380

イソコモリグモ 433 オオチャイロハナムグリ 259

イソシギ 97 オオチャバネセセリ 279

イソジョウカイモドキ 301 オオチャバネヨトウ 289

イソメマトイ 185 オオヒョウタンゴミムシ 199

イチモンジハゼ 365 オオミケマイマイ 374

イツマデガイ 378 オオミスジ 282

イトヨ（降海型） 131 オオミズナギドリ 111

イヌワシ 55 オオムラサキ 283

イネネクイハムシ 304 オオルリハムシ 217

イワナ（無斑タイプ） 137 オクガタギセル 383

イワヒバリ 61 オグマサナエ 157

ウエダオオズナガゴミムシ 200 オコジョ 33

ウサギコウモリ 29 オシドリ 85

ウスイロモク 351 オジロワシ 68

ウスバカマキリ 234 オツネントンボ 227

ウスバノコギリモク 336 オトヒメゴカイ 346

ウマノオバチ 270 オナガサナエ 155

ウミアイサ 90 オニホソコバネカミキリ 215

ウミウ 112 オバエボシガイ 426

ア
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クビボソコガシラミズムシ 248

クビワコウモリ 23

カエルキンバエ 186 クマコオロギ 293

カオジロトンボ 231 クマタカ 54

ガガブタネクイハムシ 302 クモマベニヒカゲ 284

カギモンキリガ 225 クリイロベッコウ 388

カグヤコウモリ 26 クロアリヅカエンマムシ 298

カズマキベッコウ 389 クロゲンゴロウ 251

カタハガイ 414 クロサギ 84

カタユウレイボヤ 347 クロシジミ 189

カトリヤンマ 158 クロズハマベゴミムシダマシ 265

カニギンモンアミカ 274 クロツヤヒゲナガコバネカミキリ 214

ガマヨトウ 288 クロツラヘラサギ 52

ガムシ 253 クロホオヒゲコウモリ 21

カヤネズミ 36 クロマダラタマムシ 209

カラカネトンボ 230 クロモンアメバチ 272

カラスガイ 415 ケハダビロウドマイマイ 396

カラマツカミキリ 210 ゲンゴロウ 172

カリガネ 65 コアジサシ 59

カワアイサ 91 コオイムシ 198

カワウソ 19 コオナガミズスマシ 297

カワザンショウガイ 419 コガムシ 178

カワシンジュガイ 413 コクガン 53

カワネジガイ 411 ココロマイマイ 373

カワネズミ 37 コシアカツバメ 103

カワラゴミムシ 164 コシダカウニ 345

カワラバッタ 160 コシタカコベソマイマイ 397

カワラハンミョウ 167 コジュリン 80

カンムリウミスズメ 60 コテングコウモリ 31

カンムリカイツブリ 81 コトラカミキリ 182

キアシクロハラボソコマユバチ 271 コノハズク 100

キイロサナエ 191 コバネアオイトトンボ 153

キイロミヤマイエバエ 310 コブナシコブスジコガネ 257

キイロミヤマカミキリ 181 ゴヘイニクバエ 188

キクメイシモドキ 334 コベソマイマイ 398

キシノウエトタテグモ 434 ゴマシジミ 221

キトンボ 232 コマユバチの一種 306

キヌツヤベッコウ 390 コミズスマシ 203

キノボリトタテグモ 435 コムラサキ（黒色型） 319

キバシリ 110 コンボウギセル 382

キバネクロバエ 311

ギフチョウ 277

ギンイチモンジセセリ 312 サクラオフェリア 361

クビキレガイモドキ 369 ササゴイ 82

グビジンイソギンチャク 356 サシバ 69

サ

カ
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サツマクリイロカワザンショウ類の一種 401 テラニシセスジゲンゴロウ 202

サンカノゴイ 49 テングコウモリ 30

サンコウチョウ 102 トガシオオナギナタハバチ 183

サンショウクイ 101 トキ 46

シオガマサンゴ 354 トノサマギセル 372

シダモク 331 トホシカミキリ 216

シノリガモ 87 トミヨ 128

シマゲンゴロウ 176 トモエガモ 67

シャープゲンゴロウモドキ 174 トラフカミキリ 267

ジュズカケハゼ 136

シラウオ 129

シロズヒラタハバチ 184 ナガオカモノアラガイ 379

シロチドリ 73 ナガケシゲンゴロウ 171

シロマダラ 123 ナガナタネガイ 402

シンジコハゼ 135 ナガヒラタムシ 244

シントウトガリネズミ 38 ナガレタゴガエル 121

スジキビ 392 ナタネミズツボ 410

ススカケベニ 338 ナミコギセル 381

セアカオサムシ 245 ナメクジウオ 348

セスジカクマグソコガネ 300 ニクイロシブキツボ 418

セッカ 104 ニセリンゴカミキリ 268

ゼニゴギンガクニクバエ 187 ニホンアミカモドキ 275

ヌタッカゾウムシ 269

ネアカヨシヤンマ 229

タカチホヒラタタマバチ 218 ネズミホソバ 314

タカチホヘビ 122 ネブトクワガタ 206

タカバクロヒラタゴミムシ 247 ノジコ 105

タガメ 149 ノスリ 95

タケウチケブカミバエ 309 ノトイトグサ 333

タシマツルギアブ 276 ノレンコウモリ 20

タマカイメン 339

タマシギ 74

タマハハキモク 337 ハイイロクモバチ 219

タワラガイ 400 ハイタカ 94

チゴモズ 62 ハウチワウンカ 237

チビクワガタ 299 ハクサンクロナガオサムシ 246

チャイロキヌタ 343 ハクサンケマイマイ 405

チャバネキボシアツバ 290 ハクサンハバチ 305

チュウサギ 83 ハクサンベッコウ 404

チュウヒ 56 ハクサンホシシリアゲ 308

チュウブホソガムシ 177 ハクサンマイマイ 375

ツクシアマノリ 352 ハゲギセル 384

ツクモジュズサンゴ 353 ハチクマ 93

ツヤネクイハムシ 303 ハッタジュズイミミズ 432

ツヤハマベエンマムシ 254 ハネナガモクメキリガ 287

タ

ナ

ハ
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ハネナシアメンボ 238 ベーツヤサカミキリ 212

ハネビロエゾトンボ 159 ヘグラカバイロコメツキ 318

ババジョウカイ 263 ヘグラシモフリコメツキ 317

ハボウキガイ 344 ヘグラマイマイ 377

ハマゴウノメイガ 223 ヘラシギ 58

ハマスズ 235 ヘリグロチャバネセセリ 280

ハマベツチカメムシ 294 ホウロクシギ 75

ハマヤガ 224 ホオジロガモ 88

ハヤブサ 71 ホクリクサンショウウオ 119

ハラビロハンミョウ 168 ホシチャバネセセリ 278

ハリオアマツバメ 109 ホソウミエラ 341

ヒクイナ 57 ホソウミニナ 425

ヒゲナガホラヒラタゴミムシ 169 ホソエガサ 329

ヒゲブトハナカミキリ 211 ホソナガベニハノリ 332

ヒジキ 327 ホソハンミョウ 166

ヒシクイ 66 ホソミイトトンボ 151

ヒダサンショウウオ 124 ホッケミズムシ 162

ヒダリマキモノアラガイ 412 ホトケドジョウ 130

ヒナカマキリ 196 ホンサナエ 154

ヒナコウモリ 28 ホンドモモンガ 35

ヒメオオクワガタ 207

ヒメカサキビ 394

ヒメクロウミツバメ 48 マガン 64

ヒメケシゲンゴロウ 201 マクラガイ 359

ヒメコガシラミズムシ 249 マシコヒゲムシ 360

ヒメサナエ 156 マシジミ 423

ヒメシジミ 222 マダラウミスズメ 107

ヒメシロシタバ 315 マダラナニワトンボ 194

ヒメハマベエンマムシ 255 マダラヤンマ 193

ヒメハリマキビ 391 マツカサガイ 421

ヒメヒミズ 39 マツムラクサカゲロウ 242

ヒメホオヒゲコウモリ 25 マルガタゲンゴロウ 175

ヒメボタル 262 マルケシゲンゴロウ 170

ヒメマルミズムシ 163 マルコガタノゲンゴロウ 173

ヒメミズカマキリ 239 マルバアサクサノリ 328

ヒメミズスマシ 204 ミサキギボシムシ 363

ヒラサナエ 228 ミサゴ 92

ヒラベッコウガイ 387 ミズスマシ 252

ヒラマキガイモドキ 424 ミズラモグラ 32

ビロードキンクロ 89 ミゾゴイ 51

フジノハズタ 350 ミゾナシミズムシ 241

フタスジカタビロハナカミキリ 266 ミドリベッコウ 403

ブッポウソウ 79 ミナミアカヒレタビラ 133

フトウミエラ 342 ミネトワダカワゲラ 233

ベーツヒラタカミキリ 180 ミヤケミズムシ 240

マ
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ミヤマシジミ 150

ミヤマツヤハダクワガタ 256

ミヤマヒダリマキマイマイ 376

ミユビシギ 113

ムスジイトトンボ 292

ムツサンゴ 335

メダカラ 358

モートンイトトンボ 226

モリアブラコウモリ 22

モンクロキイロナミシャク 285

ヤクシマコブヒゲアツバ 291

ヤマコウモリ 27

ヤマコウラナメクジ 386

ヤマシギ 98

ヤマタカマイマイ 399

ヤマトオサムシ 316

ヤマトクビキレガイ 370

ヤマトシジミ 427

ヤマトヒメメダカカッコウムシ 264

ヤマトホソガムシ 205

ヤマトマダラバッタ 236

ヤマドリ 96

ヤマネ 34

ヨコハマシジラガイ 416

ヨシガモ 86

ヨシゴイ 50

ヨタカ 77

ヨツボシカミキリ 213

ライチョウ 47

ルイスツブゲンゴロウ 250

ルリイトトンボ 152

ルリイロスカシクロバ 313

ワスレナグモ 436

ワダツミギボシムシ 364

ワ

ヤ

ラ
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 この度「いしかわレッドデータブック〈動物編〉 2009」が制作されました。前回の「いしかわレッドデータ

ブック2000」は冊子として発行されましたが、今回はCD-ROMの形で公表されることになりました。パソコンに不

慣れな方にはいくらか不便ではありますが、仕事のうえで利用される場合には大きな支障はないでしょう。 

 平成16年から始まった「いしかわレッドデータブックフォローアップ調査委員会動物部会」のメンバーを中心

とする石川県内外の多くの動物研究者、自然愛好者の方々によって、最近10年間に集められた知見をもとにして、

今回の改訂が行われました。この知見の大きな部分はそれを本来の業務とする専門家ではなく、他に職業を持っ

ている自然愛好者の方々の、自費と余暇を割いての努力によって集められたものです。このアマチュア自然愛好

者の層の厚さが、県内の野生生物をはじめ自然環境の実態を明らかにし、より良い自然環境保全の方向を考える

うえで大きな力になっています。この野生の動植物を含め自然を観察し、記録して整理しまとめる作業には、部

分的には多様な新しい手段や機器を利用することもできますが、最終的には熟練した個人の力に頼らなくてはな

らないでしょう。 

 しかしこのような個人の力だけでは、広大で微妙な自然の姿をとらえるうえでは限界があります。その上に自

然も人間社会もこの間に急速に変化しています。県民すべての生活を安定させ豊かな情操をはぐくむ、地域の自

然の実態とその変動を把握するためには、地方自治体、国、国際機関がそれぞれの立場から、この自然を解明す

る個人の努力を支えなくてはなりません。今回の県のレッドデータブックも、こうした個人の努力と組織の支持

によって出来上がったものです。 

 このレッドデータブックは、守らなくてはならない野生の自然を、動物の「種」のレベルで示したものです。

しかしそれは個々の「種」だけではなく、その「種」が正常な生活を維持しているバランスのとれた「生息環境」

を示すものであり、「種」を守ることはその生活する背景となっている良い自然環境を守ることです。「絶滅危

惧種」を保存するというと、しばしばその特定の「種」の「個体」だけを取り出して、管理された人工の装置内

で生存させることで「種」の保存の目的を達成したと考える人があります。現在のように急激に変わって行く地

域環境のなかでは、やむを得ずそのような技術を使わなくてはならないこともあるかも知れません。しかし原則

として「種」の保全は、その「種」が正常な生活をしている環境の中で行われるものです。 

このレッドデータブックがその手がかりとして活用されることを期待しております。 

  

石川県野生動物保護対策調査会 大串 龍一 
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｢石川県野生動物保護対策調査会｣名簿 

 

（所属は平成21年3月現在） 

分　　野 所　　　属
代　　表 中村　浩二 金沢大学環日本海域環境研究センター

哺乳類分科会 ○ 真野　哲三 石川県哺乳類研究会
野﨑　英吉 石川県哺乳類研究会、石川県環境部自然保護課
林　　哲 石川県哺乳類研究会、石川県白山自然保護センター
八神　徳彦 石川県哺乳類研究会、石川県林業試験場
山本　輝正 石川県哺乳類研究会、岐阜県立土岐紅陵高等学校

鳥類分科会 ○ 竹田　伸一 日本野鳥の会石川支部、いしかわ動物園
今森　達也 北陸鳥類調査研究所
大河原　恭祐 金沢大学理学部
笹原　裕二 日本野鳥の会石川支部
田尻　浩伸 日本野鳥の会サンクチュアリ室
時国　公政 日本鳥類保護連盟石川県支部
平田　豊治 日本野鳥の会石川支部
矢田　新平 日本野鳥の会石川支部

両生爬虫類 ○ 宮崎　光二 石川県両生爬虫類研究会
分科会 石原　一彦 石川県両生爬虫類研究会

徳本　洋 石川県両生爬虫類研究会、石川むしの会
松村　初男 石川県両生爬虫類研究会、いしかわ動物園

淡水魚類 ○ 山本　邦彦 石川県淡水魚類研究会、いしかわ動物園
分科会 佐野　修 石川県淡水魚類研究会、石川県立自然史資料館

昆虫分科会 ○ 富沢　章 石川むしの会、石川県ふれあい昆虫館
浅地　哲也 石川むしの会
石川　卓弥 石川むしの会、石川県ふれあい昆虫館
井村　正行 百万石蝶談会
高羽　正治 石川むしの会
富樫　一次 日本生物地理学会
徳本　洋 石川むしの会、石川県両生爬虫類研究会
西原　昇吾 石川むしの会
松井　正人 百万石蝶談会
武藤　明 石川むしの会
吉道　俊一 石川むしの会

浅海域の生物 ○ 佐野　修 能登自然史調査研究会、石川県立自然史資料館
分科会 坂井　恵一 能登自然史調査研究会、のと海洋ふれあいセンター

又多　政博　 能登自然史調査研究会、金沢大学臨界実験施設
矢島　孝昭　 能登自然史調査研究会

陸産貝類 ○ 高橋　久 ＮＰＯ法人河北潟湖沼研究所
分科会 石原　一彦 石川県淡水貝類研究会、石川県両生爬虫類研究会

野村　卓之 新潟市水族館マリンピア日本海

淡水産貝類 ○ 石原　一彦 石川県淡水貝類研究会、石川県両生爬虫類研究会
分科会 高橋　久 ＮＰＯ法人河北潟湖沼研究所

その他の動物 ○ 徳本　洋 石川むしの会、石川県両生爬虫類研究会
分科会

監　　修 大串　龍一 金沢大学名誉教授

氏　　名

 
○印：各分科会代表委員、委員は五十音順で掲載 
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